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問財政改革課☎22ｰ9333

財政公表小山市の （平成 28年 3月 31 日までの状況）

広報小山 2016.6月号　2

平成 27年度下半期分

予算総額665億5,969万円　収入済額585億3,684万円（収入済率87.9％）歳　入
収 入 の 種 類 予算現額 収入済額 収入済率

市 税
（円グラフ）

市民税や固定資産税・都市計画税・市たばこ税・
軽自動車税などの税収入 280億4,738万円 272億7,539万円 97.2％

国庫支出金 国庫補助金など、市の特定事業のために国から交
付されるお金

101億2,759万円
（4億2,447万円）

83億5,913万円
（2億9,013万円） 82.5％

市 債 大きな事業などを行うため、財務省や金融機関な
どから借り入れたお金

60億3,009万円
（6億6,019万円）

14億9,030万円
（5億5,500万円） 24.7％

諸 収 入 貸付金の回収金である元利収入や雑入・市預金の
利子など 63億5,509万円 63億1,221万円 99.3％

県 支 出 金 県補助金など、市の特定事業のために県から交付
されるお金

54億1,036万円
（6億7,308万円）

44億4,659万円
（4億8,325万円） 82.2％

地方交付税 国税（所得税など）の一部から市の財政状況に応
じて交付されるお金 12億8,209万円 15億20万円 117.0％

繰 越 金 前年度の収入から持ち越したお金 30億3,782万円
（8億2,771万円）

30億3,782万円
（8億2,771万円） 100.0％

繰 入 金 財源の不足を補うための財政調整基金や基金から
取り崩したお金 3億7,050万円 3億6,271万円 97.9％

そ の 他 地方譲与税・自動車取得税交付金など 58億9,877万円
（339万円）

57億5,249万円
（0万円） 97.5％

※下段のかっこ内は、内数として平成26年度からの繰越財源を記載したものです

　皆さまから納めていただいた税金、国や県からの支出金、市債がどのように使われたかをお知らせします。今
回お知らせするのは、平成 28 年 3 月 31 日までのもので、4・5月の出納整理期間の収支は含まれていませんの
で、決算とは異なります。決算は次回の財政公表（本紙 11月号）でお知らせします。なお、グラフや表の金額は、
１万円未満を四捨五入したものであり、合計額が合わない場合があります。
　基金残高のうち財政調整基金は 1.3 億円を積み立て 12 億円となっています。また、全会計の市債残高は、新小
山市民病院、桑地区中心施設の建設に伴う借り入れ等により年度末で前年度比 2.6％増の 977 億円となる見込み
ですが、市債管理計画に基づき、平成 28年度以降は借入額を償還額未満とすることで市債残高の縮減を図ります。

支 出 の 種 類 予算現額 支出済額 支出済率

民 生 費 子どもやお年寄り、障がいを持っている方などへ
の福祉のためのお金

193億9,975万円
（1億9,470万円）

157億5,605万円
（1億9,439万円） 81.2％

土 木 費 道路や公園の整備など、まちづくりをするための
お金

82億9,487万円
（6億4,437万円）

43億5,169万円
（4億4,800万円） 52.5％

総 務 費 戸籍や選挙など、市役所全体の仕事のためのお金 82億9,038万円
（3億9,761万円）

68億1,733万円
（2億1,271万円） 82.2％

衛 生 費 健康診断や予防接種、ごみの回収処理など保健衛
生のためのお金

59億4,606万円
（2億5,212万円）

51億4,803万円
（1億4,763万円） 86.6％

公 債 費 借入金返済のためのお金 52億8,877万円 52億2,873万円 98.9％

教 育 費 小中学校の教育施設の整備や、文化の向上のため
のお金

58億1,074万円
（2億7,710万円）

49億3,280万円
（2億1,564万円） 84.9％

商 工 費 商業や工業振興のためのお金 54億6,942万円 51億6,384万円 94.4％

農林水産業費 農業などの振興のためのお金 41億622万円
（8億2,293万円）

24億167万円
（7億529万円） 58.5％

そ の 他 消防費・労働費など 39億5,349万円 33億6,807万円 85.2％

予算総額665億5,969万円　支出済額531億6,821万円（支出済率79.9％）歳　出

※下段のかっこ内は、内数として平成26年度からの繰越事業費を記載したものです
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特別会計
　下水道や国民健康保険など特定の事業の収入を特定の支出に充てる
ため、一般会計とは区別して、下記の 10の特別会計を設けています。

市税の内訳

会　計　名 予　算　現　額 収入済額
支出済額

保健
医療

国民健康保険
（事業勘定） 198億2,849万円

174億1,284万円
176億4,363万円

介護保険 103億4,677万円
82億7,759万円
89億1,223万円

後期高齢者医療 14億35万円
12億8,699万円
13億5,888万円

地域
医療 病院事業債管理事業 37億6,920万円

36億8,104万円
36億8,104万円

市民
生活 墓園やすらぎの森事業 1億500万円

1億8,053万円
5,033万円

農業
振興 与良川水系湛水防除事業 5,293万円

572万円
2,704万円

生活環
境基盤
整　備

農業集落排水処理事業 6億2,873万円
1億2,220万円
5億4,566万円

公共下水道事業 50億6,376万円
25億5,659万円
42億7,938万円

産業
基盤 小山第四工業団地造成事業 1億6,614万円

1億5,114万円
8,211万円

用地先
行取得 公共用地先行取得事業 1,940万円

0万円
1,902万円 市の財産

基 金 62億439万円
出 資 金 21億6,901万円
債 権 54億32万円
土 地 356 万 2,505 ㎡
建 物 42 万 2,398 ㎡
山 林 並木杉 1本

市が借りているお金

※1　5月借入後の一般建設債の年度末残高は 332億円となる見込みです
※2　臨時財政対策債は、普通交付税で交付されるべきものが振り替えられたもので、その元利償還金の全額が交付税の基準財政需要額に算
　　　入されるため、一般建設債とは別掲としています
※3　新小山市民病院の建設および医療機器整備に係る費用分を市が借り入れ、その全額を同病院へ貸し付けたため増加したものです

会　計　名 平成28年3月31日現在 平成27年3月31日現在 増　減　高
一般会計 474億553万円 470億3,920万円 3億6,633万円

一般建設債※1 305億4,246万円 306億8,383万円 △1億4,137万円

臨時財政対策債※2 168億6,307万円 163億5,537万円 5億770万円

特別会計 393億7,415万円 365億3,839万円 28億3,576万円

介護保険 介護保険財政安定化基金貸付金 3,021万円 4,532万円 △1,511万円

地域医療 病院事業債管理事業債 51億79万円 17億6,614万円 33億3,465万円※3

市民生活 墓園やすらぎの森事業債 2億3,190万円 2億4,616万円 △1,426万円

生活環境
基盤整備

農業集落排水処理事業債 52億6,813万円 55億2,542万円 △2億5,729万円

公共下水道事業債 281億9,402万円 285億9,091万円 △3億9,689万円

産業基盤 工業団地造成事業債 4億2,120万円 2億8,900万円 1億3,220万円

用地先行取得 公共用地先行取得事業債 1億2,789万円 7,544万円 5,245万円

企業会計（水道事業） 67億4,835万円 72億723万円 △4億5,888万円

合　　　　計 935億2,804万円 907億8,482万円 27億4,320万円

企業会計

水
道
事
業

事業運営を目的とした収益的収支
収　入 30億9,692万円
支　出 27億4,596万円

施設整備を目的とした資本的収支
収　入 8,071万円
支　出 10億180万円

小山市には下記の1つの企業会計があります。　　　　（消費税込）

固定資産税
122 億 9,271 万円

45.1%

42.6%

6.3%
6.0%

市民税
116 億 1,436 万円

都市計画税
17億1,445万円

収入済額
272億7,539万円

市たばこ税◦
軽自動車税◦入湯税
16億5,386万円



3　広報小山 2016.6月号

特別会計
　下水道や国民健康保険など特定の事業の収入を特定の支出に充てる
ため、一般会計とは区別して、下記の 10の特別会計を設けています。

市税の内訳

会　計　名 予　算　現　額 収入済額
支出済額

保健
医療

国民健康保険
（事業勘定） 198億2,849万円

174億1,284万円
176億4,363万円

介護保険 103億4,677万円
82億7,759万円
89億1,223万円

後期高齢者医療 14億35万円
12億8,699万円
13億5,888万円

地域
医療 病院事業債管理事業 37億6,920万円

36億8,104万円
36億8,104万円

市民
生活 墓園やすらぎの森事業 1億500万円

1億8,053万円
5,033万円

農業
振興 与良川水系湛水防除事業 5,293万円

572万円
2,704万円

生活環
境基盤
整　備

農業集落排水処理事業 6億2,873万円
1億2,220万円
5億4,566万円

公共下水道事業 50億6,376万円
25億5,659万円
42億7,938万円

産業
基盤 小山第四工業団地造成事業 1億6,614万円

1億5,114万円
8,211万円

用地先
行取得 公共用地先行取得事業 1,940万円

0万円
1,902万円 市の財産

基 金 62億439万円
出 資 金 21億6,901万円
債 権 54億32万円
土 地 356 万 2,505 ㎡
建 物 42 万 2,398 ㎡
山 林 並木杉 1本

市が借りているお金

※1　5月借入後の一般建設債の年度末残高は 332億円となる見込みです
※2　臨時財政対策債は、普通交付税で交付されるべきものが振り替えられたもので、その元利償還金の全額が交付税の基準財政需要額に算
　　　入されるため、一般建設債とは別掲としています
※3　新小山市民病院の建設および医療機器整備に係る費用分を市が借り入れ、その全額を同病院へ貸し付けたため増加したものです

会　計　名 平成28年3月31日現在 平成27年3月31日現在 増　減　高
一般会計 474億553万円 470億3,920万円 3億6,633万円

一般建設債※1 305億4,246万円 306億8,383万円 △1億4,137万円

臨時財政対策債※2 168億6,307万円 163億5,537万円 5億770万円

特別会計 393億7,415万円 365億3,839万円 28億3,576万円

介護保険 介護保険財政安定化基金貸付金 3,021万円 4,532万円 △1,511万円

地域医療 病院事業債管理事業債 51億79万円 17億6,614万円 33億3,465万円※3

市民生活 墓園やすらぎの森事業債 2億3,190万円 2億4,616万円 △1,426万円

生活環境
基盤整備

農業集落排水処理事業債 52億6,813万円 55億2,542万円 △2億5,729万円

公共下水道事業債 281億9,402万円 285億9,091万円 △3億9,689万円

産業基盤 工業団地造成事業債 4億2,120万円 2億8,900万円 1億3,220万円

用地先行取得 公共用地先行取得事業債 1億2,789万円 7,544万円 5,245万円

企業会計（水道事業） 67億4,835万円 72億723万円 △4億5,888万円

合　　　　計 935億2,804万円 907億8,482万円 27億4,320万円

企業会計

水
道
事
業

事業運営を目的とした収益的収支
収　入 30億9,692万円
支　出 27億4,596万円

施設整備を目的とした資本的収支
収　入 8,071万円
支　出 10億180万円

小山市には下記の1つの企業会計があります。　　　　（消費税込）

固定資産税
122 億 9,271 万円

45.1%

42.6%

6.3%
6.0%

市民税
116 億 1,436 万円

都市計画税
17億1,445万円

収入済額
272億7,539万円

市たばこ税◦
軽自動車税◦入湯税
16億5,386万円



広報小山 2016.6 月号　4

　市では、平成 26 年 9月に制定した「小山市の地域医療を守り育てる条例」
に基づき、地域医療に関する施策の総合的かつ具体的な推進を図るための指
針となる「小山市地域医療推進基本計画」を策定しました。
◆計画の内容
（1）計画期間
　平成 28 ～ 34 年度（7 年間）
（2）基本理念
　みんなで守り育てる小山の地域医療

～地域完結型医療体制の構築～
（3）基本方針
　Ⅰ 安心して受けられる小山の医療の充実
　Ⅱ 良質な医療を受けるためのネットワー
　　 クの構築
　Ⅲ 地域医療を守り育てる意識の醸成

（4）重点項目
　① 周産期医療・小児医療の充実　② 健康づくり、病気の予防啓発
　③ 在宅医療の整備充実　④ 地域医療に対する意識の醸成
（5）成果指標（抜粋）

項　目 現状値（H27） 目標値（H34）

市の医療に対する満足度 60％ (H25) 80％

かかりつけ医がいる人の割合 63％ 80％

地域医療推進協力者 65 人 190 人

◆市民の皆さまに 3つのお願い

いざという時のために、かか
りつけ医（医科・歯科・薬局）
を持ちましょう！

健診やがん検診を受け、健
康な生活習慣を身につけま
しょう！

医療機関の役割分担を理解
し、適切な医療機関を選ぶよ
う心がけましょう！

問健康増進課　☎27-0500おやま地域医療健康大学受講生募集（無料）
　小山市の地域医療を守り育てるため、新小山市民病院、小山地区医師会等と協力し、健康と医療を
学ぶ機会として ｢おやま地域医療健康大学 ｣を開校します。

対　象　地域医療や健康に関心があり、卒業後、市の地域医療の推進に協力できる方 ( 原則全日程参加 )
定　員　50 人　※ 定員を超えた場合は抽選
申込み　6/17 ㈮までに住所、氏名 ( フリガナ )、年齢、電話番号を直接、または FAX（27-0506）、ハガキ
　　　　（〒323-0827神鳥谷2251-7）で健康増進課地域医療推進室 ( 健康医療介護総合支援センター内 ) へ
　　　　※ 詳細は市ホームページをご覧ください。7/2、9/3、10/8 は公開講座のため、大学受講生以外も聴
　　　　講が可能です。公開講座のみ聴講を希望する場合は、電話でお申込みください

日　時 会　場 内　容 講　師

7/2 ㈯
10 時～正午

健康医療介護
総合支援センター

・開校式
・怖い突然死を防ぐ！【公開講座】

島田和幸氏（新小山市民病院・理事長兼病院長）

8/6 ㈯
10 時～正午 新小山市民病院

・医療機能分担について
・新小山市民病院見学

小松憲一氏（新小山市民病院・内科総合診療科副部長）

9/3 ㈯
13 時半～ 15 時

健康医療介護
総合支援センター

・在宅医療について【公開講座】太田秀樹氏（小山地区医師会）

10/8 ㈯
10 時～正午 ・脳卒中について【公開講座】

亀田知明氏（新小山市民病院・神経内科副部長）
大出悦子氏（新小山市民病院・脳卒中認定看護師）

11/5 ㈯
10 時～正午

・生活習慣病予防・改善のための食
事・運動療法について（講話と実技）

佐藤伸彦氏（新小山市民病院・栄養管理部門副室長）
小川澄恵氏（新小山市民病院・リハビリテーション部門主任技師）

12/3 ㈯
10 時～正午

・これからの地域医療について
・閉校式、修了証授与

梶井英治氏（自治医科大学・地域医療学センター長）

「小山市地域医療推進基本計画」を策定しました！
〜市民・医療関係者・事業者・市が一体と

なり小山の地域医療を守り育てます〜

問健康増進課　☎27-0500
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参議院議員通常選挙の期日前・不在者投票の日程
場　所 期間・時間

小山市役所
別館１階会議室１

公示日の翌日から投票日の前日までの毎日
8時 30分～ 20時まで

小山東出張所

平
日
の
み

公示日の翌日から投票日の前々日までの平日のみ
8時 30分～ 17時まで

各出張所（大谷・間々田・生井・
寒川・豊田・中・穂積・桑・絹）

投票日前１週間の平日のみ
8時 30分～ 17時まで

小山城南市民交流センター 投票日前１週間の平日のみ（月曜日を除く）
8時 30分～ 17時まで

問選挙管理委員会　☎22-9481

　今回改選される参議院議員は平成28年7月25日で任期満了になります。5月1日現在、選挙がいつ執行
されるかは確定しておりません。投票日や期日前投票の日程は分かり次第お知らせします。

▪投票できる方
次の①②の要件を両方満たす方
①満18歳以上の方（投票日の翌日が18歳の誕生日
の方まで）　※今回の選挙が平成28年6月19日以降
に公示された場合、選挙年齢が20歳以上から「18
歳以上」に引き下げられます
②基準日（公示日の前日）の3カ月前までに小山市
において住民票が作成され、引き続き3カ月以上小
山市の住民基本台帳に記録されている方　※小山
市の選挙人名簿に登録されていなくても、前住所地
の市区町村で選挙人名簿に登録されていれば、前
住所地で投票することができます。詳しくは前住
所地の選挙管理委員会へお問い合わせください

▪投票について
　参議院議員通常選挙の投票は、参議院栃木県選
出議員選挙と参議院比例代表選出議員選挙の2種類
になります。
【栃木県選出議員選挙】
　「候補者名」を書いて投票してください。
【比例代表選出議員選挙】
　一定の条件を満たす政党等が、当選順位をつけ
ないで候補者名簿を届け出ます（非拘束名簿式）。
「名簿登載者名」または「政党等の名称」のいずれ
かを書いて投票する方式であるため、当選させた
い候補者を選ぶことができます。

▪入場券について
　入場券は公職選挙法施行令により、公示日以後
に選挙人に交付することになっています。
　封書（家族4人まで連記、5人以上の場合は2通以
上になります）で郵送しますので、投票の際は、投
票所を確認のうえ、ご自分の分を切り離してお持
ちください。
　入場券が郵便の事情等により、届いていない場
合や紛失した場合でも、選挙人名簿で本人確認が
できれば投票することができます。投票日当日に
投票所で入場券を再交付しますので、投票所の職
員にその旨をお知らせください。

▪期日前・不在者投票
　投票日当日、仕事や旅行等で投票できない方は、
『期日前投票』ができます。投票所で「宣誓書兼請
求書」に記入し、受付係に提出のうえ、投票を行っ
てください。
　ただし、18歳を迎える方が、誕生日の前日より
前にする投票や、滞在先市区町村で行う投票、指
定病院・指定老人ホーム等での投票は『不在者投票』
になります。
　期日前・不在者投票は、入場券がなくても投票
できますが、入場券が届いていれば、確認してお
持ちください。
　「宣誓書兼請求書」は期日前・不在者投票所に備
えてありますが、希望する方には郵送もできます。
また、公示日の約1週間前には、市ホームページに
様式を掲載いたしますので、
ご記入のうえ、期日前・不在
者投票所にお持ちいただいて
も投票できます。
　期日前・不在者投票の日程
は下表のとおりです。

▪点字投票・代理投票
　目の不自由な方は点字投票をすることができます。
　また、身体の障がい等で投票用紙に自ら記載す
ることが困難な方は、代理投票（自分が投票した
い候補者名等を投票所の職員が代わりに記載する）
をすることができます。いずれの場合も、投票所
の職員にその旨をお知らせください。（投票の秘密
は完全に守られます）

参議院議員通常選挙のお知らせ
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菊づくり講習会
問小山晃思会事務局（商業観光課内）☎22‒9273
　菊に詳しい講師とともに菊づくりの基本を楽し
く学べます！作った鉢は持ち帰って秋にはご家庭
できれいな菊を楽しめます。
日　時　6月25日㈯　①10：30 ～ 12：00

　　　　　　　　　②13：00 ～ 14：30
会　場　道の駅思川
定　員　各回先着20人
参加料　500円
申込み　小山晃思会事務局（商業観光課内）へ

まずは一杯、いかがですか？

第６回おやま酒蔵まつり
問（一社）小山市観光協会☎30-4772

　市内の蔵元５社が造る小山の銘酒が勢ぞろい！
ぜひこの機会に小山の地酒をご堪能ください。
日　時　6月3日㈮17：00 ～ 20：00

4日㈯15：00 ～ 19：30
会　場　小山御殿広場
チケット　前売券1,000円（11枚つづり）
　　　　　※市観光協会で購入できます
　　　　当日券1,000円（10枚つづり）

～小山祇園祭～「小山評定」
甲冑パレード参加者募集

問（一社）小山市観光協会☎30‒4772
　小山祇園祭の「小山評定」甲冑パレードに
参加してくれる元気な少年・少女を募集します。
甲冑を着て、歴史を肌で感じてみませんか？
日　時　７月17日㈰ 13：30 ～ 16：30
会　場　須賀神社参道～足利銀行小山支店前交差点
定　員　小学校の中高学年・先着28人
申込み　市観光協会へ

～市民の皆さんの社会貢献活動を応援します!! ～
市民活動推進事業補助金のお知らせ
１.補助対象団体（以下の全てに該当する団体）
　・5名以上で組織された団体であること。
　・主たる活動の範囲が小山市内であること（ただし、災害時の被災地支援活動等により、市外での活
　　動が止むを得ない場合や、市の市民活動を広くPRできるような活動等、認められた場合を除く）。
　・政治、宗教、営利的活動を団体の目的としていないこと。
　・公共的、公益的活動を行っている団体であること　等
2.補助対象事業（以下の全てに該当する事業）
　・地域活性化や社会貢献を目的とした事業または公共性・公益性を有する事業
　・他からの補助金等を受けていない事業
　・新規事業、既存事業を拡充して行う事業または概ね3年以上継続して実施している事業
　※同一事業において補助金の申請ができる期間は3年までとする
3.補助金の額　事業の実施に必要と認められる補助対象経費の実支出額の合計に、
　以下の表に掲げる割合を乗じた額で、支給限度額は10万円(千円未満切捨）とする。

区分 補助年数
1年目 2年目 3年目

新規事業 100分の100 100分の50 100分の30
既存事業を拡充して行う事業 100分の80 100分の50 100分の30継続事業

4.申請方法　必要書類を申請期間（6月1日㈬～ 30日㈭、平日8:30 ～ 17:15）に市民生活課へ持参
　【必要書類】申請書、事業計画書、予算書、団体名簿、活動内容が分かるもの、
　　　　　　 その他必要と認めたもの（団体規約や総会資料等）
　※募集要項、申請書は市HPからダウンロードできます
　※1次審査（書類審査）、2次審査（審査員との面談方式）を行い交付を決定します

◆申請についての相談等を受付けています。詳しくは市民生活課へお問合せください!!

問市民生活課☎22‒9248

おやまブランド「下野人形」に思いをこめて

思川の流しびな
問下野人形代表　諏訪ちひろ☎22‒2572
　（一社）小山市観光協会☎30‒4772

　浴衣姿のおとなや子どもたちが紙やわらで作
られた人形をのせた舟を手に、思川河畔に集い、
さまざまな願いをお雛さまに託して流します。
日　時　７月3日㈰ 10：00から
会　場　観晃橋下　思川河畔
その他　浴衣での参加者先着50人に
　　　　「流しびな」をプレゼント

7　広報小山 2016.6月号

　　　　　小山市男女共同参画都市宣言 15周年記念

　　　小山市男女共同参画フェ ア
　　　　　　　男性と女性が互いにその人権を尊重し、責任を分かち合いながらともに自分らしく
　　　　　　生きられる社会の実現を目指し、男女共同参画フェアを開催します。
　日時　6月 25日（土）12：45 から／会場　市立文化センター小ホール
　◆基調講演　講師　伊藤　公雄（いとう　きみお）氏　［京都大学大学院文学研究科教授］
　　テーマ　みんなで学ぼう「今どきの男のキモチ」
　◆女性活躍者紹介　◆男女共同参画都市宣言文の唱和
　◆小山市ワーク・ライフ・バランス推進事業者認定証交付式
　◆小山児童合唱団による合唱
　◆その他 
　　・熊本・東北被災地を応援しよう！特産物の販売・募金
　　・市内授産施設によるパンなどの販売
　　・手話通訳、幼児保育（要予約）あり

問男女共同参画課
☎ 22-8078・FAX22-8079

昨年の様子

幼児期のむし歯を予防しましょう！

　市の健診結果から 1歳6カ月児健診でむし歯のある子は少数ですが、
3歳までの間に約2割の子どもがむし歯になっています。小山市では、
2歳児歯科検診を開始して以降、むし歯がある子は減少傾向にあります
が、県と比較するとやや高い割合となっています。
　むし歯になる前にお口の環境を整え、健康な歯を守りましょう。

●3歳児の 5人に 1人がむし歯!!

□歯と口の健康週間（6/4㈯～ 10㈮）
　歯と口の健康に関する正しい知識を普及啓発するとともに、歯科疾患の予防に関する適切な習慣の定着
を図り、あわせてその早期発見および早期治療を徹底することで歯の寿命を延ばし、健康の保持増進に寄
与することを目的としています。小山市では、平成26年3月に「小山市歯科保健基本計画（歯の健康づくり
計画）」を策定し、歯と口の健康づくりに取組んでいます。

●むし歯予防のポイント♪
・1日に 1回は仕上げ磨きをしましょう。
・歯と歯の間や奥歯はむし歯になりやすいので要注意！
・むし歯になりやすいジュース類の取りすぎには注意しましょう。

ひとくち 健 康メモ
みんなの元気がおやまの元気

問健康増進課☎22-9525

親子で楽しく !! 参加体験型イベント

日時　6月 26日㈰ 9：00 ～ 15：00　／　会場　道の駅思川
○第８回小学校対抗食育かるたとり大会
　食育を楽しみながら学べる小山市の「食育かるた」を活用した大会です。
○かんぴょう剥き実演＆体験
　夕顔の実を手かんなでむいて、かんぴょうを作ってみよう！
○「わ食の日」記念イベント
　◆ポーセラーツ体験（オリジナル食器作り）　12：30 ～ 15：00、材料費のみ負担
　◆野菜スタンプでランチョンマット作り　先着 30 人、材料費のみ負担
　◆栃木の間伐材でマイ箸作り　先着 30 人、無料
○ご当地グルメ　小山うどん、おやま和牛串、桑の実プロジェクトで誕生した産品
○食育ふれあい広場　楽しいクイズやゲームで食と農を学ぼう！
○料理教室（要予約）

地産地消料理教室 紙コップでシフォンケーキ作り
時　間 10：00 ～ 12：30 13：30 ～ 15：00
内　容 おやま和牛のおにぎらず 他 米粉のシフォンケーキ 他
参加費 600 円 300 円

　定員　各 20 人　　持ち物　エプロン、三角巾、布巾 2 枚
　申込み　6 月 6 日㈪ 9：30 から農政課☎ 22-9257

問農政課☎ 22-9257第11回おやま地産地消・食育フェア

入場無料
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　◆小山市ワーク・ライフ・バランス推進事業者認定証交付式
　◆小山児童合唱団による合唱
　◆その他 
　　・熊本・東北被災地を応援しよう！特産物の販売・募金
　　・市内授産施設によるパンなどの販売
　　・手話通訳、幼児保育（要予約）あり

問男女共同参画課
☎ 22-8078・FAX22-8079

昨年の様子

幼児期のむし歯を予防しましょう！

　市の健診結果から 1歳6カ月児健診でむし歯のある子は少数ですが、
3歳までの間に約2割の子どもがむし歯になっています。小山市では、
2歳児歯科検診を開始して以降、むし歯がある子は減少傾向にあります
が、県と比較するとやや高い割合となっています。
　むし歯になる前にお口の環境を整え、健康な歯を守りましょう。

●3歳児の 5人に 1人がむし歯!!

□歯と口の健康週間（6/4㈯～ 10㈮）
　歯と口の健康に関する正しい知識を普及啓発するとともに、歯科疾患の予防に関する適切な習慣の定着
を図り、あわせてその早期発見および早期治療を徹底することで歯の寿命を延ばし、健康の保持増進に寄
与することを目的としています。小山市では、平成26年3月に「小山市歯科保健基本計画（歯の健康づくり
計画）」を策定し、歯と口の健康づくりに取組んでいます。

●むし歯予防のポイント♪
・1日に 1回は仕上げ磨きをしましょう。
・歯と歯の間や奥歯はむし歯になりやすいので要注意！
・むし歯になりやすいジュース類の取りすぎには注意しましょう。

ひとくち 健 康メモ
みんなの元気がおやまの元気

問健康増進課☎22-9525

親子で楽しく !! 参加体験型イベント

日時　6月 26日㈰ 9：00 ～ 15：00　／　会場　道の駅思川
○第８回小学校対抗食育かるたとり大会
　食育を楽しみながら学べる小山市の「食育かるた」を活用した大会です。
○かんぴょう剥き実演＆体験
　夕顔の実を手かんなでむいて、かんぴょうを作ってみよう！
○「わ食の日」記念イベント
　◆ポーセラーツ体験（オリジナル食器作り）　12：30 ～ 15：00、材料費のみ負担
　◆野菜スタンプでランチョンマット作り　先着 30 人、材料費のみ負担
　◆栃木の間伐材でマイ箸作り　先着 30 人、無料
○ご当地グルメ　小山うどん、おやま和牛串、桑の実プロジェクトで誕生した産品
○食育ふれあい広場　楽しいクイズやゲームで食と農を学ぼう！
○料理教室（要予約）

地産地消料理教室 紙コップでシフォンケーキ作り
時　間 10：00 ～ 12：30 13：30 ～ 15：00
内　容 おやま和牛のおにぎらず 他 米粉のシフォンケーキ 他
参加費 600 円 300 円

　定員　各 20 人　　持ち物　エプロン、三角巾、布巾 2 枚
　申込み　6 月 6 日㈪ 9：30 から農政課☎ 22-9257

問農政課☎ 22-9257第11回おやま地産地消・食育フェア

入場無料
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　地域防災の中核としての役割を担う消防団員が、常日頃からの訓練
成果を点検・披露する「小山市消防団夏季点検」を実施します。
　ぜひご覧いただき、安全・安心のために活動する消防団員への激励
をお願いします。

問消防本部総務課☎39‒6655

小山地区 小山城南小学校

大谷地区 大谷北小学校

間々田地区 間々田東小学校

美田地区 穂積グラウンド

桑絹地区 萱橋小学校

機械器具点検ポンプ操法
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開催内容
　□ 子どもたちによる「魚のつかみどり」
　　※ つかみどりした魚は、　　　　
           その場で焼いて食べることができます
　□ 安全で安心な農産物・軽食・飲料水販売
　□ 地元消防団による放水デモンストレーション
　□ 地元漁業協同組合による投網実演　
定　員：市内在住の親子　先着 1,000 人
　　　　※ 定員になり次第締切
　　　　※ 子どもは満 3 歳以上小学生以下
　　　　※ 未就学児の魚のつかみどりには付き添いが必要
参加料：200 円／人　※ 当日会場にて徴収
　　　　（当日不参加や中止の場合は徴収しません）
申込み：6 月 15 日㈬～ 17 日㈮まで
　　　　建設政策課☎ 22‒9204 へ（9:00 ～ 17:00）

第26回 フェスタ in 鬼怒川 ～魚のつかみどり～
日時：7 月 17 日㈰ 9:30 ～（受付 9:00 ～）
※ 雨天中止。中止の場合、会場にて魚を配布します
会場：鬼怒川中島橋下河川敷特設会場

小山市消防団 夏季点検
7月3日㈰ 7:00 ～ 10:00

問建設政策課☎22‒9204

　市・市教育委員会では、白鷗大学や小山工業高等専門学校、関東職業能力開発大学校と連携して、
将来を担う子どもたちの知的好奇心を刺激し、学問への憧れを抱く学びの機会を提供することを
目的に、小学生を対象に「第5回キッズ・ユニバーシティ・おやま2016」を実施します。

輝け！好奇心！！

開催日時 会場 定員

7月18日㈪  9:30 ～ 15:30 白鷗大学 60人

  8月  6日㈯10:30 ～ 16:30 小山工業高等専門学校 45人

10月22日㈯ 9:30 ～ 15:30 関東職業能力開発大学校 30人

問教育総務課☎22‒9646

第５回 キッズ・ユニバーシティ・おやま2016

対　象：小山市在住の小学6年生　※保護者の方も参加見学できます
参加料：無料（昼食代は自己負担）
申込み：講座内容や申込み方法などの詳細は、市HPでご確認ください
　　　　※申込み多数の場合は抽選

第26回 フェスタ in 鬼怒川 ～魚のつかみどり～
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　水害の発生は、毎年6 ～ 7月の梅雨シーズンや、8 ～ 9月の台風シーズンに集中しています。河川の増水や
道路冠水などは短時間におこることがあり、特に高齢者や子どものいる家庭は、早い段階から避難することが
重要です。早めの避難行動をとるために、気象情報・河川の水位・雨量情報などに注意しましょう。小山市か
らも避難勧告・避難指示などが発令されます。

木村辰彦（きむら　たつひこ、東京都出身、1916年生ー 1973年没）
　清澄な色彩で静謐な静物画などを描き、日本の美意識でセザンヌをとらえ直したと特徴づけられる洋
画家です。柔らかいハーフトーンで描かれた花や人物は豊かな詩情をたたえて、癒しの空間をつくりだ
します。小山で初公開となるこの機会をお見逃しなく。

平成28年度小山市水防訓練のお知らせ

台風や大雨への備え

問防災対策課☎39‒6661

『生誕１００年　木
き む ら た つ ひ こ

村辰彦展』
生誕１００年を記念して４０点余りの作品が一堂に会する!!

市立車屋美術館企画展

1 時間の雨量

10㎜～ 20㎜ 20㎜～ 30㎜ 30㎜～ 50㎜ 50㎜～ 80㎜ 80㎜以上

やや強い雨 強い雨 激しい雨 非常に激しい雨 猛烈な雨

ザーザーと降る。
話し声が聞き取り
にくくなる。

土砂降りの雨。
傘をさしていても
ぬれる。

バケツをひっくり
返したように降
る。

滝のようにゴー
ゴーと降る。
車の運転は危険。

息苦しくなるよう
な圧迫感があり、
恐怖を感じる。

７月２日㈯～9月４日㈰

問車屋美術館☎41‒0968

日時：6月11日㈯　9:00 ～ 11:45（小雨決行）
会場：下生井地内（利根川水系・渡良瀬遊水地・生井桜づつみ周辺）
内容：災害対策本部設置訓練、情報収集伝達訓練、簡易水防工法、水防工法、水難救助訓練
◆当日9:30頃、小山市に設置されている33カ所、思川西部すべての拡声器付災害情報
伝達システムを使用し、避難指示のサイレン吹鳴を行い住民の方への伝達訓練を行います。

開催時間：9:00 ～ 17:00（入館は16:30まで）
休館日：7/  4㈪・11㈪・19㈫・22㈮・25㈪

8/ 1㈪・   8㈪・12㈮・15㈪・22㈪・26㈮・29㈪
入館料：一般400円（300円）、高・大学生250円（150円）

中学生以下無料　※（　）内は20名以上の団体料金
関連事業
①オープニングセレモニー＆ギャラリートーク（申込不要）
　日時：7/2㈯14:00 ～　会場：車屋美術館
②学芸員によるギャラリートーク（申込不要・要鑑賞券）
　日時：7/17㈰、 8/27㈯　14:00 ～　会場：車屋美術館展示室
③記念座談会「絵をコレクションしたい人のための初級講座」（要申込）　
　日時：7/18㈪13:30 ～　会場：市立博物館
　参加者：飯田昌平氏（車屋美術館長）　サラリーマンコレクターの清氏
　定員：80人（聴講無料）
④お楽しみワークショップ「つまみ細工で描く花の絵」（要申込）
　日時：8/28㈰13:30 ～　会場：市立博物館
　講師：山里利枝氏（アーティスト）　定員：20人（参加費500円）

③・④の申込先
☎　41‒0968　車屋美術館
  　 d-kurumaya@city.oyama.tochigi.jp

木村辰彦《娘と犬》1962 年

①「“fi ne tuning”ポストカードのワークショップ」
日時：7/23㈯　13：00 ～　講師：平田さち氏（アーティスト）

会場：間々田市民交流センター　参加費：500円

「10×15の世界コンテスト展関連ワークショップ」参加者募集（要申込）
②「もじのデザイン」

日時：8/20㈯　13：00 ～　講師：笹川アツコ氏（グラフィックデザイナー）
会場：間々田市民交流センター　参加費：500円

※サイレンは60秒間吹鳴　　　　　【5秒間休止】　60秒間吹鳴　　　　　　を実施します。
◆栃木県消防防災ヘリコプターが訓練のため、渡良瀬遊水地生井桜づつみやその周辺の上空を飛ぶ予定です。
　また、思川緑地（白鷗大学東側河川敷）には、ヘリコプターの待機場所として離着陸する予定です（悪天中止）。
　付近の皆さまには、ご迷惑をおかけすると思いますが、皆様のご理解、ご協力をお願いします。

《雨の降り方》
雨の強さと怖さを知っておくことが、被害を少なくするための第一歩です。
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65歳以上
の皆さんの 介護保険料

問介護保険の内容について	 高齢生きがい課	☎22–9541
　介護保険料の賦課について	 市民税課	☎22–9427
　介護保険料の納付について	 納税課	☎22–9444

皆さんの保険料が介護保険を支えています

　介護保険では3年毎に保険料の見直しを行います。今年度は第6期計画（平成27～29年度）の2年目であり、
昨年度からの変更はありません。今年度の 65歳以上の方の介護保険料は以下の表のとおりです。

○ 平成 28 年度の介護保険料（ 65 歳以上の方 ）

段　階 対　象　者 保険料（年額）

世帯全員が
市民税非課税

第1段階
老齢福祉年金受給者、生活保護受給者 33,100円

→29,700円※課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80万円以下の方
第2段階 課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80万円を超え 120万円以下の方 43,000円

第3段階 課税年金収入額と合計所得金額の合計が 120万円を超える方 49,600円

本人は市民税非課税だが
世帯内に課税者がいる

第4段階 課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80万円以下の方 59,500円

第5段階 課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80万円を超える方 66,200円

本人が
市民税課税

第6段階 合計所得金額が 120万円未満の方 79,400円

第7段階 合計所得金額が 120万円以上 190万円未満の方 86,000円

第8段階 合計所得金額が 190万円以上 290万円未満の方 99,300円

第9段階 合計所得金額が 290万円以上 500万円未満の方 115,800円

第10段階 合計所得金額が 500万円以上 700万円未満の方 139,000円

第11段階 合計所得金額が 700万円以上の方 152,200円

○ 保険料の納め方
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　　保険料を納付している方との公平を図るため、介護サービス利用時に利用者負担割合が引き上げられるなど
　の「給付制限」の措置が取られます。
◎保険料の納付が困難な時は…
　　災害や生活困窮により、保険料を納めることが非常に困難なときは、申請により保険料が減免される場合が
　あります。納期限の 7日前までに、市民税課へご相談ください。

　東日本大震災下では、自治会が人命救助や避難所の運営などにおいて大きな役割を果たしました。
また、昨年9月の関東・東北豪雨や今年4月の熊本地震など、私たちは、いざという時に頼りになるのは、
身近な隣近所であり、日頃の地域のおつきあい「地域力」が重要であることを実感しました。
　自治会では、地域住民の交流と親睦を深めながら、明るく住みよいまちづくりのため、さまざまな活動を行っ
ています。ぜひ自治会に加入して、地域づくりに参加しましょう。

～いざという時に頼りになるのは隣近所です～

自治会に加入して、地域づくりに参加しましょう！

自治会活動の一例をご紹介！

▪親睦活動
　運動会やお祭りな
ど会員同士の交流を
はかる行事を行って
います。

▪環境美化活動
　自治会地域内の清
掃活動を行い、清潔
で住みよい環境を作
っています。ごみ収
集所の設置 ･管理も
行っています。

▪広報紙等の配布
　自治会を通して広
報おやまや地域のお
知らせ等の情報をお
届けします。

▪行政への要望活動
　市政懇談会や地域
懇談会を開催し、地
域の要望を行政に直
接伝えます。

▪防犯活動
　防犯パトロールの
実施や防犯灯の設置
･維持管理を行って
います。

問自治会連合会事務局☎22–9299

◆特別徴収：年金からの差し引きで納める
　老齢基礎年金や退職年金、障害年金、遺族年金を年間 18万円以上受給している方は年金の定期支払いの際、
あらかじめ保険料が差し引かれます。
◆普通徴収：納付書や口座振替で納める
　特別徴収の対象とならない方や、①～④に該当する方は特別徴収が始まるまでは普通徴収となります。
　①年度の途中で 65歳（第 1号被保険者）になった方
　②年度の途中で他市区町村から転入した方
　③年度の途中で所得段階が変更になった方
　④年度当初（4月 1日）の時点で年金を受給していなかった方
　なお、普通徴収から特別徴収に変更となった場合は、通知でお知らせします。
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●対象となる方　小山市で6月1日現在、児童手当を受給している方
●提出物　児童手当現況届（6月中旬に郵送されます）※裏面に保険証等のコピーの貼付が必要です

　　○次の事項に該当する方は、別途書類の提出が必要です。
　　▪児童と別居している方　　▪児童の父母以外の方が児童を養育している場合
　　▪離婚を前提とする等、配偶者と別居している方
　　▪小山市で平成27年分の所得の確認ができない方（配偶者含む）
●提出方法　同封の返信用封筒にて、6月30日㈭までに郵送してください。中長期在留の外国人の方は、子育て・
　家庭支援課窓口に直接提出してください。

問子育て・家庭支援課
☎22−9634・96356月は児童手当の現況届の提出月です

＜6月からの支給額＞
支給対象となる児童の年齢 所得制限未満の場合 所得制限以上の場合※2

3 歳未満 月額 15,000 円

月額 5,000 円
3 歳～小学校修了前（第 1・2 子）※ 1 月額 10,000 円
3 歳～小学校修了前（第 3 子以降）※ 1 月額 15,000 円
中学生 月額 10,000 円
※1）受給資格者が養育している18歳到達最初の年度末までの間にある児童を順に数えます

＜6月以降の支給時期＞
支給内容 支給時期

6 ～ 9 月分 10 月
10月～平成29年1月分 平成29年2月

平成29年2～5月分 平成29年6月

◯次の事項に該当する場合は、現況届とは別に事由発生後15日以内に手続きが必要です。
▪転出する場合　　▪出生等により新たに児童を養育する場合
▪児童を養育しなくなった場合　　▪児童と別居した場合

※公務員の方は勤務先での手続となります
※現況届や不足書類の提出がない場合等、審査が完了しないと6月分からの手当は受給できません

【所得制限限度表】
扶養親族等の数 所得額

0 人 622 万円
1 人 660 万円
2 人 698 万円
3 人 736 万円

　保育士資格をお持ちで、現在保育士等の職に就いていない方を対象に、再就職を
支援する研修です。
　＊講話や実習を通じて子どもとのかかわり方を思い出しましょう。
　＊保育士として再就職できるよう支援します。
　＊この機会にもう一度保育の現場へ。かわいい子どもたちが待っています。
▪講習の日程

№ 期　日 時　間 内　容 会　場 　定　員
1 8月  2日㈫

10:00 ～ 12:00 講話
救急救命の実践について

保健・福祉センター
3階大会議室

20人
2 8月  3日㈬ 子どもの世話
3 8月  4日㈭ 子どもの心
4 8月24日㈬

10:00 ～ 13:00 実習
保育実習

市立やはた保育所
5 8月25日㈭ 保育実習

　◆対　象　保育士資格を有する方、幼稚園教諭もしくは小学校教諭または養護教諭の普通免許を有する方
　◆申込み　7月22日㈮までに電話（☎22−9649）またはFAX（22−9670）で住所・氏名・電話番号・年齢・
　　　　　　託児希望の有無（有の場合は子どもの氏名と年齢を明記）をご連絡ください。

保育士再就職支援研修・参加者募集 問こども課☎22−9649

※2　所得による支給の制限
　受給資格者の所得が一定額以上の場合、手当額は1人当たり
月額5,000円となります。
　扶養親族等が4人以上の場合、3
人の場合の所得額に扶養親族1人
につき38万円を加算した額となり
ます。
　なお、配偶者の収入が多い場合、
受給資格が変更となります。

お忘れなく!!
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【対象者】
平成28年4月1日現在65歳以上で、老齢・退職年金を受け取っており、①・
②のいずれかに該当する方
①公的年金の他にも収入があり、平成27年中に受け取った公的年金所得
　に対して市県民税が課税される方
②収入が公的年金のみで、平成27年中に受け取った公的年金の合計が、　
　148万円を超えている方
※対象の方には、6月中に「市民税･県民税　納税通知書」が郵送されます

【特別徴収される市県民税】
　公的年金所得にかかる税額のみが差引きとなります。年金以外の所得
にかかる税額については、納付書または口座振替で納めていただきます。

(1)平成27年度から引き続き、差引きになる方

納税方法
年金からの特別徴収（差引き）

仮徴収 本徴収

徴収月 4 月 6月 8月 10月 12月 H28.2 月

税額
平成 28年 2月差引
き分と同額 4･6･8
月にそれぞれ差引き

年税額から仮徴収分を
引いた額を 10月から
3回に分けて差引き

【平成28年度】
市県民税の公的年金からの特別徴収について

平成 28年度の公的年金に係る市県民税の納付方法
(2)平成28年4月1日（基準日）現在65歳の方と前年度途中で
年金差引きが止まった方

納税方法
普通徴収

（納付書または口座振替）
年金からの特別徴収
（差引き）

納期限・
徴収月

6 月 30日
（第 1期）

8月 31日
( 第 2期）

10月 12月 H29.2 月

税額
年税額の半分を 2回に分けて
納付書または口座振替で納付

年税額の残り半分を 10月
から 3回に分けて差引き

《おやま禁煙おもてなし施設登録事業》
　市では受動喫煙防止を目的に、敷地内または建物内全面禁煙の施
設の登録事業を行っています。ぜひ多くの施設の登録をお待ちして
おります。

今年こそ「禁煙」をお考えの方へ

問市民税課☎22–9424

問健康増進課☎22–9607

登録していただいた施設にはステッカーを差し上げます！

　喫煙は、肺がんなどの多くのがん、虚血性心疾患や脳卒中、慢性閉塞性肺疾患（COPD)など、さま
ざまな疾患の発症の原因です。また受動喫煙については、子供や妊婦などへの悪影響が問題となって
います。
◆禁煙したいけど、意志が弱いために禁煙できないと思っていませんか？
　禁煙が出来ないのは、意志が弱いからではなく【ニコチン依存症】という病気
なのかもしれません。
　禁煙補助薬や禁煙外来などに通うのも禁煙の方法としておすすめです。
◆タバコはストレス解消になる？
　実際はニコチン切れのストレスを解消しているだけにすぎません。　
◆禁煙後の体の変化　～禁煙後から出現する効果～

20分後 ８時間後 24時間後 数日後
２週間後
～３カ月後

１カ月
～９カ月後

血圧と脈拍が正
常値まで下がる

血中の酸素濃度
が上がる

心臓発作の可能
性が少なくなる

味覚や嗅覚が
改善する

心臓や血管など、
循環機能が改善する

せきや喘鳴が改善
する

65歳を迎えると、市県民税が公的年金から特別徴収（差引き）になります。

平成28年度　小山市新規施策シリーズ（2）
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問…問合せ先

高齢者・障がい者がいきいきと生活できる福祉対策の充実のために

　　市民生活の安全・安心・健康づくり、
医療・福祉対策、教育の推進

自然とふれあうまちづくりのために

　　自然共生社会づくり、環境・エネルギー対策の推進
環境・エネルギー対策等の地球にやさしい

くらしづくりのために

◆特別養護老人ホーム整備事業（新規）
　　　　　　　　　問高齢生きがい課☎ 22 － 9549
　自宅での生活が困難で、施設の入所待ちをされ
ている方のために、特別養護老人ホームを整備す
る法人等に対し、交付金を交付します。また、今
年度は（福）孝友会が間々田地区に地域密着型特
別養護老人ホーム（29床）の整備を行います。
◆認知症高齢者グループホーム整備事業（新規）
　　　　　　　　　　問高齢生きがい課☎22－9549
　高齢化の進展に伴う認知症高齢者の増加に対応
するために、今年度は、整備法人を選定の上、認
知症高齢者グループホーム（18床）の整備を行い
ます。

◆介護予防・生活支援サービス事業（新規）
　　　　　　　       問高齢生きがい課☎ 22 － 9647
　要介護認定で「要支援1･2」となった方や生活機
能が低下している方に対し、これまで介護保険サー
ビス事業所のみが提供していたサービスに加え、
NPO法人や住民ボランティア
による訪問型や通所型のサー
ビスも組み込まれ、利用者の
ニーズに合わせた幅広いサー
ビスを提供できるようになり
ました。

◆ラムサール条約湿地登録渡良瀬遊水地
　　　　　　　　　　　　　の観光地化推進（新規）
　　　問渡良瀬遊水地ラムサール推進課☎22－9354
　世界のラムサール条約湿地に登録されている、
小山市の「宝」、渡良瀬遊水地について、市では、
第1に治水機能確保を最優先とした「エコミュージ
アム化」、第2に「コウノトリ・トキの野生復帰」、
そして第3に「環境にやさしい農業を中心とした地
場産業の推進」を「賢明な活用の3本柱」として、
その推進に努めています。その3本柱を実現するた
めに策定した「渡良瀬遊水地関連振興5カ年計画」
にもとづき、取り組みを進めていきます。
◆ 2016 農業国際会議の開催（新規）
　　　問渡良瀬遊水地ラムサール推進課☎ 22－9354
　渡良瀬遊水地の「賢明な活用の3本柱」の一つ、
「環境にやさしい農業を中心とした地場産業の推
進」に資するため「第4回生物の多様性を育む農業
国際会議（ICEBA)2016」を8月26日㈮～ 28日㈰
に開催します。生物の多様性を育む農業の成果を
確認し、今後の行く末を展望するとともに、「渡良
瀬遊水地」に関する小山市の取組みの成果を報告
し、全国に発信していきます。
◆渡良瀬遊水地日本遺産認定推進（新規）
　　　問渡良瀬遊水地ラムサール推進課☎ 22－9354
　渡良瀬遊水地は、その豊かな自然に加え、歴史
的背景をアピールすることにより、全国的にも例
のない魅力的な観光資源とすることが可能なこと
から、日本遺産の認定を目指しています。平成28
年2月に「田中正造関連史跡と渡良瀬遊水地の『日
本遺産』認定をめざす会」が発足し、日本遺産認
定に必要なストーリーの骨子案と構成文化財の案
が提案されました。今後はめざす会と連携し関係
自治体が一丸となって認定に向けて進めていきます。

◆バイオマス利活用推進（新規）　　　
　　　　　　　　　　　　　　問環境課☎ 22－9288
　バイオマスエネルギーは、温室効果ガスの排出
が少なく化石燃料エネルギーに代わるクリーンな
エネルギーとして利活用が期待されています。小
山市はこれまでも、廃食油からバイオディーゼル
燃料（BDF）を精製して利用する事業に取り組ん
できましたが、それに加え、渡良瀬遊水地のヨシ
原に自生するヨシの草本系バイオマス燃料として
の有効活用を実現するため、調査や計画策定を進
めます。
◆路上喫煙等防止対策（拡大）　　　
　　　　　　　　　　　　　　問環境課☎ 22－9286
　小山市では、たばこのポイ捨てや受動喫煙等の
健康被害を総合的に防止することを目的として路
上喫煙の行為自体を防止するため、平成27年7月
に小山市路上喫煙の防止に関する条例を施行しま
した。この条例に基づき、平成28年4月からは小
山駅周辺の路上喫煙禁止区域内で路上喫煙防止指
導員による啓発・指導を行っており、悪質な場合
には過料を徴収することとなります。

６月の渡良瀬遊水地
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自治体が一丸となって認定に向けて進めていきます。
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原に自生するヨシの草本系バイオマス燃料として
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　小山市では、たばこのポイ捨てや受動喫煙等の
健康被害を総合的に防止することを目的として路
上喫煙の行為自体を防止するため、平成27年7月
に小山市路上喫煙の防止に関する条例を施行しま
した。この条例に基づき、平成28年4月からは小
山駅周辺の路上喫煙禁止区域内で路上喫煙防止指
導員による啓発・指導を行っており、悪質な場合
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　5月 1日 JR小山駅西口の再開発ビル「ロブレ」5階
に「キッズランドおやま」が、1 階に「おやま本場結
城紬クラフト館」が同時オープンしました。
　いずれもロブレの核店舗「イズミヤ」撤退に伴うリ
ニューアル構想「通り過ぎる駅前から集う駅前へ」の
目玉事業です。
　キッズランドおやまは、子ども用の屋内運動遊び場
で施設面積は 1,980 ㎡で関東最大級。生後 6 カ月の乳
児から小学生の親子らを対象とした施設で、子どもの
運動機能の向上、子育て世代の交流を図ります。約 14
万個のカラーボールを使ったボールプールには滑り台
やブランコがあり、他には三輪車のサーキットコース、
飛び跳ねながら走れる「エアートラック」、全身を動か
して遊べる遊具や、ままごとが出来るロールプレイゾー
ン、船型の絵本コーナーなど多彩な遊具がめじろ押し。
市が遊具設置費と運営費を補助、公募で選定された社
会福祉法人「洗心会」が
運営します。
　オープン初日から、大
勢の親子連れが市の内外
から詰めかけ、館内には
子ども達の歓声が広がり
ました。
　一方、2010 年にユネスコ無形文化遺産に登録された
本場結城紬の魅力発信と中心市街地のにぎわい創出の
ため、市が地方創生先行型交付金の採択を受けて整備
したのが「おやま本場結城紬クラフト館」です。
　クラフト館は延べ床面積約 200 ㎡で運営は市観光協
会が担います。
　館内には実際の作業で使われている織機が 2 台置か
れ、伝統工芸士らによる製作工程の実演、糸つむぎな
どの体験、着心地体験ができるほか織られた反物も展
示。かばんや財布、携帯ストラップなどの小物類や、
桑やシルクを使った菓子などを販売するほか、端布を
使ってのワークショップ等も今後行われる予定です。
　また、着心地体験では本場結城紬の貸し出しもあり、
希望者は着付後、まち歩きを楽しむことができます。

　伝統技術を身近に
感じてもらうととも
に、市中心部を回遊
する観光拠点の役割
も期待しています。
　両施設とも皆さま
のご来場をお待ちし
ています。

キッズランド、本場結城紬クラフト館オープン
～市中心部の活性化を期待 ! ～

「キッズランドおやま」ボールプール

おやま本場結城紬クラフト館オープン記念式典
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 「ハギノ ! ハギノ !」の大声援、萩野公介選手PV開催
　４月４・６・９日、桑市民交流センターにて、競泳
の萩野公介選手がリオ五輪出場をかけた日本選手権大
会のパブリックビューイングを実施。地元住民等が大
勢集まり、「ハギノ ! ハギノ！」と会場いっぱいに大

声援を送りました。
　萩野選手は、リオ五輪
競泳 200・400m個人メ
ドレー、200m 自由形、
800m リレーと４種目の
代表に決定しました。

思川桜と菜の花の咲く小山路を快走 !
　４月 10 日、「第８回おやま思川ざくらマラソン大会」
を開催。小山総合公園を発着点に県内外から集まった
約２千 800 人のランナー
が参加。沿道から「頑張っ
て !」と声援を受けながら、
見頃を迎えた思川桜並木
や菜の花の咲く小山路を
快走しました。
小山の自慢がいっぱい「おやまブランドまつり」開催
　５月３日、道の駅思川で「第 14 回おやまブランド
まつり」を開催。おやまブランド出店ブースでは「お
やま和牛入りかんぴょうカレーパン」の販売等が行わ

れ、沢山の買い物客で賑わ
いました。本場結城紬の着
付け体験や渡良瀬遊水地の
ヨシを使って製作された「ヨ
シ舟」乗船体験等多彩な催
しに人気が集まりました。

五穀豊穣を願う「ジャーガマイタ ! ジャガマイタ」
　小山の奇祭「間々田のジャガマイタ（国選択無形民
俗文化財）」が５月５日、間々田八幡宮で行われました。
当日は、晴天に恵まれ、祭りのハイライト「水呑の儀」
では、勢い余って池に飛び込む蛇（ジャ）が、大勢の
観客の目の前で、「ジャ
ガマイタ !ジャガマイタ」
の掛け声と共に豪快に水
しぶきを跳ね上げると、
県内外から集まった観客
から大きな拍手と歓声が
巻き起こりました。
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小
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所
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。
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消
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を
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、
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ょ
う
か
。
鎌
倉
期
に
な
っ
て
、
小
山
氏

に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
た
下
野
国
府
は
、
こ
の
地

に
「
国
府
館
」（
守し

ゅ
ご
し
ょ

護
所
）
を
移
し
た
の
で
は

な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
上
国
府
塚
、
下
国

府
塚
の
ど
ち
ら
も
小
字
「
国
府
」
が
あ
り
ま
す
。

上
国
府
塚
の
字
「
国
府
」
と
字
「
御お

し

ろ城
」
は
一

体
化
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
が
国
府
館
跡
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
国
府
は
、
小
山
氏
に
よ
っ
て

管
理
運
営
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
藤

原
秀
郷
以
来
、
下
野
国
府
に
関
わ
っ
て
き
た
小

山
氏
の
先
祖
た
ち
、
小
山
氏
四
百
年
の
歴
史
の

原
点
は
下
野
国
府
に
あ
っ
た
の
で
す
。

【
小
山
歴
史
研
究
会

　山
中 

正
】

▲下野国庁跡

▲下野国庁跡周辺の風景

　奈
良
の
都
が
で
き
る
９
年
前
の
大た

い
ほ
う宝
元
（
７
０
１
）
年
、

大た
い
ほ
う
り
つ
り
ょ
う

宝
律
令
が
定
め
ら
れ
、
地
方
の
国
々
に
国こ

く
し司
を
置
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
国
司
の
役
所
が
国
府
（
国
庁
）
で
、下し

も
つ
け
こ
く
ふ

野
国
府
は
、

小
山
市
豊
田
地
区
に
隣
接
す
る
栃
木
市
田
村
町
に
造
ら
れ
ま
し

た
。
小
山
市
内
に
も
、
国
府
関
係
の
施
設
が
置
か
れ
国
府
役
人

の
住
居
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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下
野
国
府
と
小
山

シ
リ
ー
ズ
小
山
の
歴
史
○176

都
の
文
化
あ
ふ
れ
る
豊
田
地
区

　小
山
市
北
部
に
位
置
す
る
岡
集
落
か
ら
、
間

近
に
下
野
国
庁
跡
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

岡
に
あ
る
東と

う

や矢
神
社
に
は
、
平
安
時
代
の
延え

ん
り
ゃ
く暦

14
（
７
９
５
）
年
、
奥お

う
し
ゅ
う
え
ん
せ
い

州
遠
征
に
向
か
っ
た

坂さ
か
の
う
え
た
む
ら
ま
ろ

上
田
村
麻
呂
が
こ
の
地
に
来
て
、
同
伴
し
た

妻
𣘺は

し
ひ
め姫
が
難
産
に
苦
し
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
三

神
に
祈
っ
て
無
事
出
産
で
き
、
喜
ん
だ
田
村
麻

呂
は
こ
こ
に
祠ほ

こ
ら

を
祀ま

つ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　下
野
国
府
（
国
庁
）
は
、
正
殿
、
前
殿
、

東
西
脇
殿
が
あ
り
、
南
門
か
ら
幅
９
ｍ
の

朱す

ざ

く

お

お

じ

雀
大
路
が
南
に
延
び
て
い
ま
し
た
。
こ
の
先

に
、東と

う
さ
ん
ど
う

山
道
が
通
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

周
囲
に
は
、「
国
士
館
」
や
官か

ん

が衛
の
施
設
や
倉

庫
が
建
っ
て
い
ま
し
た
。
国
府
は
、
政
治
、
経

済
、
文
化
、
軍
事
の
中
心
地
で
、
発
掘
調
査
で

は
、
木も

っ
か
ん簡
、
漆う

る
し
が
み
も
ん
じ
ょ

紙
文
書
、
土
器
、
瓦
、
硯す

ず
り

な
ど

の
遺
物
も
た
く
さ
ん
見
つ
か
り
、
当
時
の
生
活

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

　小
山
市
豊
田
地
区
は
、
古
代
、
都
賀
郡

高た
か
や
ご
う

家
郷
に
属
し
て
い
て
国
府
に
関
す
る
地
名
が

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
小お

や

け宅
は
大お

お
や
け家
と
も
呼

ば
れ
、
国
府
の
倉
庫
の
あ
っ
た
所
で
、
倉
庫
の

守
護
神
と
し
て
小
宅
八
幡
宮
が
祀
ら
れ
ま
し

た
。
小こ

ぐ
す
り薬
の
地
名
の
由
来
に
も
、
国
府
と
の
関

係
が
あ
り
そ
う
で
す
。
国
司
の
居
住
地（
別
邸
）

の
国こ

く
し
し
ゅ
く

司
宿
（
国こ

く
し
ゅ
り

司
裡
）
が
小
薬
に
転て

ん

か訛
し
た
の

で
は
な
い
か
と
の
説
で
す
。
大お

お
あ
ざ
お
お
も
と

字
大
本
の
小こ

あ

ざ字

名
に
は
、
石い

し
か
わ
の
み
や

川
宮
、
大や

ま
と
う
ち

和
内
、
橿か

し
わ
は
ら原
、
譲ゆ

ず
り
は葉
な

ど
の
国
府
関
係
の
地
名
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　奈
良
・
平
安
時
代
の
豊
田
地
区
は
、
豊
か
な

土
地
と
豊
富
な
水
に
恵
ま
れ
、
奈
良
時
代
か
ら

条じ
ょ
う
り
せ
い

理
制
が
敷
か
れ
整
っ
た
水
田
が
あ
り
、
そ
し

て
、
思
川
の
傍ぼ

う
り
ゅ
う
お
お
う
ち
が
わ

流
大
内
川
の
水
運
、
都
に
通
じ

る
東
山
道
が
近
く
、
土
地
の
人
々
と
都
の
人
々

と
の
交
流
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
た
と
想
像
で
き

ま
す
。

　次
に
、
人
々
と
国
府
の
関
係
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。
天て

ん
ぎ
ょ
う慶
３
（
９
４
０
）
年
、
平た

い
ら
の
ま
さ
か
ど

将
門
を

討
っ
た
藤ふ

じ
わ
ら
ひ
で
さ
と

原
秀
郷
は
、
下し

も
つ
け
の
か
み

野
守
に
任
じ
ら
れ
、

下
野
国
府
の
最
高
責
任
者
に
な
り
ま
し
た
。
以

来
、
秀
郷
の
子
孫
た
ち
は
、
下
野
国
府
の
重
要

な
役
職
を
代
々
引
き
継
い
で
き
ま
し
た
。
初
代

小
山
氏
の
小
山
政
光
も
、
在ざ

い
ち
ょ
う
か
ん
じ
ん

庁
官
人
と
し
て
、

押お
う
り
ょ
う
し

領
使
（
軍
事
、
警
察
の
責
任
者
）、
大お

お
す
け
し
き

介
職

（
国
司
を
補
佐
す
る
役
）、
御み

ま
や
べ
っ
と
う
し
き

厩
別
当
職
（
駅
の

管
理
者
）
の
地
位
に
あ
り
ま
し
た
。
二
代
目
の

小
山
朝
政
も
、
同
じ
役
職
と
し
て
下
野
国
府
の

行
政
に
か
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　穂
積
地
区
に
、
上か

み

こ

う

つ

か

国
府
塚
・
下し

も

こ

う

つ

か

国
府
塚
の
集

落
が
あ
り
ま
す
。
下
野
国
府
と
ど
う
結
び
つ
く

の
で
し
ょ
う
か
。
鎌
倉
期
に
な
っ
て
、
小
山
氏

に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
た
下
野
国
府
は
、
こ
の
地

に
「
国
府
館
」（
守し

ゅ
ご
し
ょ

護
所
）
を
移
し
た
の
で
は

な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
上
国
府
塚
、
下
国

府
塚
の
ど
ち
ら
も
小
字
「
国
府
」
が
あ
り
ま
す
。

上
国
府
塚
の
字
「
国
府
」
と
字
「
御お

し

ろ城
」
は
一

体
化
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
が
国
府
館
跡
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
国
府
は
、
小
山
氏
に
よ
っ
て

管
理
運
営
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
藤

原
秀
郷
以
来
、
下
野
国
府
に
関
わ
っ
て
き
た
小

山
氏
の
先
祖
た
ち
、
小
山
氏
四
百
年
の
歴
史
の

原
点
は
下
野
国
府
に
あ
っ
た
の
で
す
。

【
小
山
歴
史
研
究
会

　山
中 

正
】

▲下野国庁跡

▲下野国庁跡周辺の風景

　奈
良
の
都
が
で
き
る
９
年
前
の
大た

い
ほ
う宝
元
（
７
０
１
）
年
、

大た
い
ほ
う
り
つ
り
ょ
う

宝
律
令
が
定
め
ら
れ
、
地
方
の
国
々
に
国こ

く
し司
を
置
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
国
司
の
役
所
が
国
府
（
国
庁
）
で
、下し

も
つ
け
こ
く
ふ

野
国
府
は
、

小
山
市
豊
田
地
区
に
隣
接
す
る
栃
木
市
田
村
町
に
造
ら
れ
ま
し

た
。
小
山
市
内
に
も
、
国
府
関
係
の
施
設
が
置
か
れ
国
府
役
人

の
住
居
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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広報小山 2016.6月号　1₆

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

中
地
区
ほ
た
る
を
観
る
会

日
時

　６
／
10
㈮
・
11
㈯
18
時
か
ら

会
場

　中
小
学
校
ほ
た
る
の
ビ
オ

ト
ー
プ
（
式
典
10
日
18
時
か
ら
）

問
中
小
学
校
☎
�
０
６
４
９

ほ
た
る
の
館
ま
つ
り

日
時

　６
／
11
㈯
18
時
半
か
ら

会
場

　小
山
総
合
公
園
﹁
ほ
た
る

の
館
学
習
館
﹂
※
12
㈰
20
時
～
21

時
に
鑑
賞
会
の
み
開
催

内
容

　小
山
第
三
小
、
小
山
第
二

中
演
奏
会
、
地
元
団
体
等
の
催

し
、
﹁
ほ
た
る
﹂
の
生
態
パ
ネ
ル

展
示
、
鑑
賞
会

問
小
山
市
ホ
タ
ル
の
館
ま
つ
り
実

行
委
員
会
事
務
局
（
水
と
緑
の
推

進
課
）
☎
�
３
５
２
０

天
体
観
望
会｢

お
と
め
座
を
み
つ

け
よ
う
～
月
を
み
よ
う
～｣

日
時

　６
／
11
㈯
19
時
半
～
21
時

会
場

　生
井
公
民
館

※
駐
車
場
は
JA
お
や
ま
生
井
支
店

そ
の
他

　中
学
生
以
下
は
、
保
護

者
同
伴
。
曇
雨
天
中
止
（
当
日
実

施
時
刻
の
１
時
間
前
に
電
話
ま
た

は
博
物
館
HP
で
要
確
認
）
。

※
当
日
11
時
～
12
時
半
に
博
物
館

駐
車
場
で
太
陽
観
測
会
実
施

問
博
物
館
☎
�
５
３
３
１

第
４
回
さ
く
ら
道
ま
つ
り

日
時

　６
／
19
㈰
９
時
～
正
午

会
場

　さ
く
ら
道
（
小
山
駅
中
央

自
由
通
路
）

内
容

　開
会
セ
レ
モ

ニ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
、
小
山
駅
東

西
商
店
会
等
に
よ
る

県
立
博
物
館
６
月
の
主
な
行
事

◆
第
114
回
企
画
展
﹁
宇
都
宮
藩
主

戸
田
氏
～
そ
の
歴
史
と
文
芸
～
﹂

▽
６
／
12
㈰
ま
で
◆
﹁
ミ
ル
・
シ

ル
・
オ
イ
シ
イ

　エ
ビ
カ
ニ
展
﹂

▽
６
／
19
㈰
ま
で
◆
田
ん
ぼ
の
生

き
も
の
ミ
ク
ロ
体
験
▽
６
／
４
㈯

10
時
～
正
午
◆
生
物
・
地
学
収
蔵

庫
ガ
イ
ド
▽
６
／
11
㈯
13
時
半
～

15
時
◆
栃
木
の
民
話
語
り
▽
６
／

11
㈯
11
時
～
正
午
◆
モ
リ
ア
オ
ガ

エ
ル
観
察
会
▽
６
／
４
㈯
19
時
～

21
時
◆
紙
す
き
体
験
▽
６
／
５
㈰

14
時
～
16
時
◆
わ
か
＂
ぱ
た
ぱ

た
＂
～
百
人
一
首
う
ち
わ
を
つ
く

ろ
う
～
▽
６
／
11
㈯
13
時
～
15
時

半
◆
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
▽
６
／
12

㈰
10
時
～
11
時
、
14
時
半
～
15
時

半
◆
県
博
デ
ー
▽
６
／
19
㈰
◆
映

画
会
▽
６
／
12
㈰
14
時
～
15
時

半
・
18
㈯
14
時
～
16
時

問
同
館
☎
０
２
８･

６
３
４･

１
３
１
１

※
月
曜
・
祝
日
の
翌
日
休
館
。
高

校
生
以
上
要
観
覧
料

み
ん
な
で
歩
け
歩
け
運
動

日
時

　７
／
３
㈰
８
時
45
分
集
合

コ
ー
ス

　佐
野
駅
南
口
集
合
▽
佐

野
厄
除
け
大
師
（
休
憩
）
▽
朝
日

森
天
満
宮
（
休
憩
）
▽
観
音
山
公

園
（
休
憩
）
▽
佐
野
駅
南
口
解
散

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５

※
当
日
は
☎
０
８
０･

２
６
８
４･

０
６
６
８

み
ん
な
で
踊
ろ
う
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス

７
／
16
㈯
13
時
半
～
16
時
半
▽
小

山
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
▽
千
円

（
保
険
代
等
）
▽
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
▽
初
心
者
か
ら
踊
れ
る
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
▽
体
育

館
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
▽
問
市
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・
輕
部
☎

０
９
０·

６
３
１
２·

８
３
６
０

障
が
い
児
親
子
水
泳
教
室

日
時

　７
／
27
㈬
、
８
／
３
㈬
・

17
㈬
・
24
㈬
・
29
㈪
（
全
５
回
）

15
時
～
16
時

会
場

　県
立
温
水
プ
ー
ル
館

対
象

　市
内
在
住
の
障
が
い
や
発

達
に
遅
れ
の
あ
る
小
中
高
生
親
子

先
着
10
組
20
人
※
手
帳
を
お
持
ち

で
な
く
て
も
可
。
オ
ム
ツ
着
用
不

可
。
親
も
水
着
着
用
必
須

受
講
料

　1
組
２
千
円

申
込
み

　６
／
１
㈬
～
30
㈭
に
各

手
帳
（
お
持
ち
の
方
）
、
受
講

料
、
印
鑑
持
参
で
福
祉
課
窓
口
へ

問
同
課
☎
�
９
６
２
９

市
陸
上
競
技
︵
長
距
離
︶
合
同
練

習
会
小
学
生
の
部

日
時

　原
則
毎
週
土
曜
日
10
時
～

正
午

会
場

　小
山
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

対
象

　市
内
の
小
学
生
等

申
込
み

　当
日
会
場
に
て

※
参
加
希
望
者
は
各
自
傷
害
保
険
に

加
入
す
る
こ
と
。
合
同
練
習
中
の
事

自
死
遺
族
の
会

日
時

　６
／
21
㈫
14
時
か
ら
（
偶

数
月
第
３
火
曜
日
開
催
）

会
場

　保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
福
祉
課
☎
�
９
６
１
９

個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
の
廃
棄
に

つ
い
て

　市
民
の
皆
さ
ま
に
送
付
し
た
個

人
番
号
通
知
カ
ー
ド
で
、
受
領
さ

れ
ず
に
郵
便
局
よ
り
返
送
さ
れ
た

も
の
を
市
で
保
管
し
て
い
ま
す
。

　保
管
し
て
い
る
通
知
カ
ー
ド
は

６
／
30
㈭
を
も
っ
て
廃
棄
処
分
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
策
室
☎
�

９
８
１
４

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
策
室
の
移
設

　６
／
１
㈬
よ
り
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
対
策
室
が
、
市
役
所
別
館
会

議
室
１
か
ら
市
民
課
窓
口
（
本
庁

１
階
）
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
に

つ
い
て
は
、
順
次
交
付
し
ま
す
の
で
、

も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
策
室
☎
�

９
８
１
４

栃
木
県
政
世
論
調
査
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

期
間

　６
／
14
㈫
ま
で

対
象

　県
内
在
住
者
20
歳
以
上
の

方
か
ら
２
千
人
を
無
作
為
抽
出

実
施
方
法

　調
査
票
を
郵
送

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

問
県
広
報
課
☎
０
２
８·

６
２
３·

２
１
５
８

６
／
15
㈬
は
県
民
の
日
で
す

　今
年
も
、
６
／

15
㈬
に
県
本
庁
舎

な
ど
で
記
念
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
県

内
外
協
賛
施
設
で
無
料
開
放
や
一

部
割
引
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

問
県
県
民
文
化
課
☎
０
２
８·

６
２
３·

３
４
２
２

全
国
一
斉
﹁
子
ど
も
の
人
権
110

番
﹂
強
化
週
間

日
時

　６
／
27
㈪
～
７
／
３
㈰
８
時

半
～
19
時
（
土
・
日
は
10
時
～
17
時
）

実
施
機
関

　宇
都
宮
地
方
法
務
局

栃
木
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

電
話
番
号

　フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎

０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

第
15
回
と
ち
ぎ
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

日
時

　７
／
23
㈯
９
時
15
分
～
16
時

会
場

　と
ち
ぎ
健
康
の
森
（
宇
都

出
店
な
ど

問
新
都
市
整
備
推
進
課
☎
�
８
９
３
２

第
26
回
鬼
怒
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

日
時

　７
／
９
㈯
７
時
～
８
時
半

会
場

　田
川
放
水
路
﹁
川
の
一
里

塚
﹂
付
近
河
川
敷
、
鬼
怒
川
中
島

橋
付
近
河
川
敷
、
中
河
原
軽
飛
行

機
発
着
場
付
近
河
川
敷

問
建
設
政
策
課
☎
�
９
２
０
４

故
等
は
自
己
責
任
と
な
り
ま
す

問
市
陸
上
競
技
協
会
・
山
根
☎

０
９
０
・
６
９
５
０
・
７
７
０
８

市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ

６
／
19
㈰
８
時
市
役
所
正
面
玄
関

集
合
▽
渡
良
瀬
遊
水
地
約
45
㎞
＆

80
㎞
▽
500
円
（
保
険
料
・
参
加
料

等
）
▽
小
学
４
年
生
以
上
対
象
▽

当
日
会
場
受
付
▽
昼
食
・
雨
具
等

各
自
必
要
な
も
の
持

参
▽
問
小
山
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
吉
原

☎
�
６
１
２
１

小
山
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

６
／
26
㈰
５
時
15
分
市
役
所
西
側

駐
車
場
集
合
▽
長
野
県
霧
个
峰
▽

６
千
円
（
保
険
料
含
む
）
▽
先
着

40
人
▽
６
／
３
㈮
～
22
㈬
（
平
日

10
時
～
17
時
）
に
参
加
料
を
添
え

て
（
公
財
）
体
育
協
会
事
務
局
へ

▽
問
同
事
務
局
☎
�
５
８
５
６
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集

宮
市
駒
生
町
３
３
３
７
‐
１
）

問
（
独
）
高
齢·

障
害·

求
職
者
雇

用
支
援
機
構
栃
木
支
部
☎
０
２
８

·

６
５
０·

６
２
２
６

政
府
主
催
平
成
28
年
度
慰
霊
巡
拝

　厚
生
労
働
省
で
は
、
先
の
大
戦

に
お
い
て
主
戦
地
と
な
っ
た
陸
上

お
よ
び
遺
骨
収
集
が
望
め
な
い
海

上
に
お
け
る
戦
没
者
の
遺
族
を
対

象
と
し
て
、
戦
跡
慰
霊
巡
拝
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

実
施
地
域

　硫
黄
島
、
マ
リ
ア
ナ

諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
等

参
加
資
格

　戦
没
者
の
配
偶
者
、

父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
、

甥
・
姪
等

申
込
み
・
栃
木
県
高
齢
対
策
課
☎

０
２
８
・
６
２
３
・
３
０
５
４

と
ち
ぎ
の
元
気
な
森
づ
く
り
県
民
税

　県
で
は
、
﹁
と
ち
ぎ
の
元
気
な

森
づ
く
り
県
民
税
﹂
を
導
入
し
て

い
ま
す
。
年
間
700
円
を
県
民
の
皆

さ
ま
に
ご
負
担
い
た
だ
き
、
荒
廃

し
た
森
林
の
整
備
な
ど
、
大
切
な

森
林
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
活
用
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
県
税
事
務
所
☎
０
２
８
２
�

３
４
１
４

電
気
暖
房
器
の
片
付
け
前
の
愛
情

点
検
で
次
の
冬
も
安
全
に
！

　電
気
毛
布
な
ど
を
片
付
け
る
前

に
、
破
損
な
ど
が
な
い
か
を
確
認

し
、
適
切
な
方
法
で
保
管
し
ま

し
ょ
う
。
少
し
で
も
お
か
し
い
と

思
っ
た
ら
、
た
だ
ち
に
使
用
を
中

止
し
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
（一
社
）
日
本
電
機
工
業
会
家
電

明
る
い
選
挙
啓
発
に
関
す
る
絵
手

紙
作
品

　絵
手
紙
（
は
が
き
サ
イ
ズ
）
の

宛
名
面
に
作
品
名
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
（
〒
323-

8686

小
山
市
中
央
町
１-

１-

１
）
ま
で

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
画
材
自
由
。
送
料
は
応
募
者
負

担
。
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

応
募
期
間

　６
／
13
㈪
～
８
／
31
㈬

問
選
挙
管
理
委
員
会
☎
�

９
４
８
１

第
９
回
危
険
物
安
全
講
習
会

日
時

　６
／
24
㈮
14
時
～
16
時
半

会
場

　中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

内
容

　危
険
物
の
知
識
を
得
た
い
方

受
講
料

　無
料

申
込
み

　６
／
22
㈬
ま
で
に
消
防

本
部
予
防
課
☎
�
６
６
５
８

思
川
で
ア
ユ
の
友
釣
り
を
楽
し
む
会

日
時

　７
／
２
㈯
８
時
～
正
午

会
場

　観
晃
橋
下

参
加
料

　２
千
500
円

そ
の
他

　初
心
者
若
干
名
募
集

（
道
具
貸
与
）

申
込
み

　思
川
に
思
い
を
は
せ
る

会
事
務
局
（
水
と
緑
の
推
進
課
）

☎
�
３
５
２
０

浴
衣
着
付
け
講
座

日
時
︽
男
性
向
け
︾
７
／
２
㈯
14

時
半
～
16
時
半
、
︽
女
性
向
け
︾

７
／
16
㈯
14
時
半
～
16
時
半
、
７

／
26
㈫
18
時
半
～
20
時
半

会
場

　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
和
室

定
員

　各
回
先
着
10
人
程
度

※
小
物
等
貸
出
あ
り
。
要
予
約
。

受
講
無
料

申
込
み

　６
／
17
㈮
ま
で
に
、

（
一
社
）
小
山
市
観
光
協
会
☎
�

４
７
７
２
ま
た
は

お
や
ま
本
場
結
城

紬
ク
ラ
フ
ト
館
☎

�
６
４
７
７

問
工
業
振
興
課
☎
�
９
３
９
７

寒
川
公
民
館
講
座

◆
大
人
の
社
会
科
見
学
～
ウ
イ
ン

ナ
ー
作
り
体
験
と
板
谷
波
山
記
念
館

見
学
▽
７
／
５
㈫
９
時
～
17
時
▽
筑

西
市
方
面
▽
９
時
に
同
館
集
合
▽

２
千
500
円
▽
先
着
20
人
◆
～
ゆ
っ
た

り
リ
ラ
ッ
ク
ス
～
癒
し
の
フ
ラ
講
座

▽
６
／
22
・
29
、
７
／
６
・
13
・
20

水
曜
日
（
全
５
回
）
10
時
～
11
時
半

▽
参
加
無
料
▽
ヒ
ー
ル
の
な
い
靴
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
動
き
や
す
い
格

好
▽
先
着
20
人

申
込
み

　参
加
料
を
添
え
て
同
館

☎
�
１
０
０
２

一
般
公
募
普
通
救
命
講
習
会

日
時

　７
／
９
㈯
９
時
～
正
午

会
場

　消
防
本
部
３
階
大
会
議
室

定
員

　先
着
30
人

　※
無
料

申
込
み

　６
／
15
㈬
～
30
㈭
に
消

防
署
救
急
係
☎
�
６
６
６
６
ま
た

は
各
分
署
・
分
遣
所
へ

穂
積
公
民
館
講
座
～
新
た
ま
ね
ぎ

で
作
る
秘
伝
の
﹁
焼
肉
の
た
れ
﹂

日
時

　７
／
14
㈭
９
時
か
ら

会
場

　Ｊ
Ａ
小
山
西
部
農
産
物
加

工
所
（
小
山
市
小
袋
）

定
員

　先
着
24
人

参
加
料

　材
料
代
２
千
円

申
込
み

　６
／
30
㈭
ま
で
に
同
館

☎
�
２
０
０
４

世
界
の
家
庭
料
理
教
室
︵
ロ
シ
ア

料
理
︶

日
時

　７
／
14
㈭
９
時
半
～
13
時

会
場

　桑
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

参
加
料

　会
員
300
円
、
非
会
員
600
円

定
員

　先
着
20
人

持
ち
物

　エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
ふ
き
、
ふ
き
ん

申
込
み
・
問
国
際
交
流
協
会
☎
�

１
０
４
２

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

日
時

　７
／
14
㈭
14
時
～
16
時

会
場

　保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
３

階
視
聴
覚
室

内
容

　肢
体
に
障
害
の
あ
る
方
の

補
装
具
・
医
学
・
生
活
相
談

定
員

　先
着
５
人
程
度

申
込
み

　６
／
30
㈭
ま
で
に
福
祉

課
☎
�
９
６
２
４
FAX  
�
２
３
７
０

中
央
公
民
館
講
座
︵
サ
ー
ク
ル
共

催
初
心
者
向
け
油
絵
講
座
︶

日
時

　７
／
23
、
８
／
20
・
27
、

９
／
17
・
24
土
曜
日
（
全
５
回
）

13
時
半
～
16
時

会
場

　同
館
第
１
研
修
室

定
員

　先
着
15
人

受
講
料

　３
千
円
（
別
途
画
材
代
）

申
込
み

　６
／
１
㈬
～
30
㈭
に
受

講
料
持
参
の
う
え
、
直
接
同
館
☎

�
９
５
６
２

生
井
公
民
館
前
期
講
座

◆
や
さ
し
い
水
彩
画
講
座
▽
７
／

25
、
８
／
22
、
９
／
26
、
10
／

17
、
11
／
21
、
12
／
19
月
曜
日

（
全
６
回
）
13
時
半
～
15
時
半
▽

先
着
10
人
▽
無
料
◆
手
作
り
お
菓

子
講
座
▽
６
／
29
、
７
／
13
、
９

／
21
、
10
／
19
水
曜
日
（
全
４

回
）
10
時
～
正
午
▽
先
着
８
人
▽

３
千
500
円

申
込
み

　６
／
17
㈮
ま
で
に
同
館

☎
�
４
０
０
４

お
や
ま
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
６
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
カ
ー

ニ
バ
ル
出
店
者

日
時

　７
／
30
㈯
15
時
半
～
21
時
半

会
場

　市
役
所
西
側
駐
車
場

条
件

　市
内
在
住
者
個
人
ま
た
は

市
内
の
会
社
・
団
体
限
定

※
原
則
、
飲
食
物
の
出
店
に
限

る
。
応
募
者
多
数
時
抽
選

申
込
み

　６
／
16
㈭
ま
で
に
お

や
ま
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
６
事
務
局
（
商
業
観
光

課
）
☎
�
９
２
７
４

集
え
キ
ッ
ズ
た
ち
よ
！
﹁
第
４
回

ダ
ン
ス
お
や
ま
評
定
﹂
参
加
者

日
時

　７
／
30
㈯
16
時
15
分
～
18

時
半
（
予
定
）

会
場

　市
役
所
西
側
駐
車
場

　特

設
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ

参
加
資
格

　出
演
者
が
中
学
生
以

下
・
２
人
以
上
の
チ
ー
ム
・
オ
リ

ジ
ナ
ル
ダ
ン
ス
で
あ
る
こ
と

※
ジ
ャ
ン
ル
不
問
。
参
加
無
料
。

応
募
者
多
数
時
抽
選

申
込
み

　６
／
23
㈭
ま
で
に
お

や
ま
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
６
事
務
局
（
商
業
観
光

課
）
☎
�
９
２
７
４

開
運
小
山
う
ど
ん
応
援
隊

　﹁
小
山
う
ど
ん
﹂

を
普
及·

Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
開
運
小
山
う
ど

ん
応
援
隊
の
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

実
施
内
容

　う
ど
ん
講
習
会
の
実

施
・
運
営
、
う
ど
ん
を
普
及
す
る

部
☎
０
３·

３
５
５
６·

５
８
８
７
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町
３
３
３
７
‐
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問
（
独
）
高
齢·

障
害·

求
職
者
雇

用
支
援
機
構
栃
木
支
部
☎
０
２
８

·

６
５
０·
６
２
２
６

政
府
主
催
平
成
28
年
度
慰
霊
巡
拝

　厚
生
労
働
省
で
は
、
先
の
大
戦

に
お
い
て
主
戦
地
と
な
っ
た
陸
上

お
よ
び
遺
骨
収
集
が
望
め
な
い
海

上
に
お
け
る
戦
没
者
の
遺
族
を
対

象
と
し
て
、
戦
跡
慰
霊
巡
拝
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

実
施
地
域

　硫
黄
島
、
マ
リ
ア
ナ

諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
等

参
加
資
格

　戦
没
者
の
配
偶
者
、

父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
、

甥
・
姪
等

申
込
み
・
栃
木
県
高
齢
対
策
課
☎

０
２
８
・
６
２
３
・
３
０
５
４

と
ち
ぎ
の
元
気
な
森
づ
く
り
県
民
税

　県
で
は
、
﹁
と
ち
ぎ
の
元
気
な

森
づ
く
り
県
民
税
﹂
を
導
入
し
て

い
ま
す
。
年
間
700
円
を
県
民
の
皆

さ
ま
に
ご
負
担
い
た
だ
き
、
荒
廃

し
た
森
林
の
整
備
な
ど
、
大
切
な

森
林
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
活
用
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
県
税
事
務
所
☎
０
２
８
２
�

３
４
１
４

電
気
暖
房
器
の
片
付
け
前
の
愛
情

点
検
で
次
の
冬
も
安
全
に
！

　電
気
毛
布
な
ど
を
片
付
け
る
前

に
、
破
損
な
ど
が
な
い
か
を
確
認

し
、
適
切
な
方
法
で
保
管
し
ま

し
ょ
う
。
少
し
で
も
お
か
し
い
と

思
っ
た
ら
、
た
だ
ち
に
使
用
を
中

止
し
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
（一
社
）
日
本
電
機
工
業
会
家
電

明
る
い
選
挙
啓
発
に
関
す
る
絵
手

紙
作
品

　絵
手
紙
（
は
が
き
サ
イ
ズ
）
の

宛
名
面
に
作
品
名
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
（
〒
323-

8686

小
山
市
中
央
町
１-

１-

１
）
ま
で

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
画
材
自
由
。
送
料
は
応
募
者
負

担
。
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

応
募
期
間

　６
／
13
㈪
～
８
／
31
㈬

問
選
挙
管
理
委
員
会
☎
�

９
４
８
１

第
９
回
危
険
物
安
全
講
習
会

日
時

　６
／
24
㈮
14
時
～
16
時
半

会
場

　中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

内
容

　危
険
物
の
知
識
を
得
た
い
方

受
講
料

　無
料

申
込
み

　６
／
22
㈬
ま
で
に
消
防

本
部
予
防
課
☎
�
６
６
５
８

思
川
で
ア
ユ
の
友
釣
り
を
楽
し
む
会

日
時

　７
／
２
㈯
８
時
～
正
午

会
場

　観
晃
橋
下

参
加
料

　２
千
500
円

そ
の
他

　初
心
者
若
干
名
募
集

（
道
具
貸
与
）

申
込
み

　思
川
に
思
い
を
は
せ
る

会
事
務
局
（
水
と
緑
の
推
進
課
）

☎
�
３
５
２
０

浴
衣
着
付
け
講
座

日
時
︽
男
性
向
け
︾
７
／
２
㈯
14

時
半
～
16
時
半
、
︽
女
性
向
け
︾

７
／
16
㈯
14
時
半
～
16
時
半
、
７

／
26
㈫
18
時
半
～
20
時
半

会
場

　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
和
室

定
員

　各
回
先
着
10
人
程
度

※
小
物
等
貸
出
あ
り
。
要
予
約
。

受
講
無
料

申
込
み

　６
／
17
㈮
ま
で
に
、

（
一
社
）
小
山
市
観
光
協
会
☎
�

４
７
７
２
ま
た
は

お
や
ま
本
場
結
城

紬
ク
ラ
フ
ト
館
☎

�
６
４
７
７

問
工
業
振
興
課
☎
�
９
３
９
７

寒
川
公
民
館
講
座

◆
大
人
の
社
会
科
見
学
～
ウ
イ
ン

ナ
ー
作
り
体
験
と
板
谷
波
山
記
念
館

見
学
▽
７
／
５
㈫
９
時
～
17
時
▽
筑

西
市
方
面
▽
９
時
に
同
館
集
合
▽

２
千
500
円
▽
先
着
20
人
◆
～
ゆ
っ
た

り
リ
ラ
ッ
ク
ス
～
癒
し
の
フ
ラ
講
座

▽
６
／
22
・
29
、
７
／
６
・
13
・
20

水
曜
日
（
全
５
回
）
10
時
～
11
時
半

▽
参
加
無
料
▽
ヒ
ー
ル
の
な
い
靴
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
動
き
や
す
い
格

好
▽
先
着
20
人

申
込
み

　参
加
料
を
添
え
て
同
館

☎
�
１
０
０
２

一
般
公
募
普
通
救
命
講
習
会

日
時

　７
／
９
㈯
９
時
～
正
午

会
場

　消
防
本
部
３
階
大
会
議
室

定
員

　先
着
30
人

　※
無
料

申
込
み

　６
／
15
㈬
～
30
㈭
に
消

防
署
救
急
係
☎
�
６
６
６
６
ま
た

は
各
分
署
・
分
遣
所
へ

穂
積
公
民
館
講
座
～
新
た
ま
ね
ぎ

で
作
る
秘
伝
の
﹁
焼
肉
の
た
れ
﹂

日
時

　７
／
14
㈭
９
時
か
ら

会
場

　Ｊ
Ａ
小
山
西
部
農
産
物
加

工
所
（
小
山
市
小
袋
）

定
員

　先
着
24
人

参
加
料

　材
料
代
２
千
円

申
込
み

　６
／
30
㈭
ま
で
に
同
館

☎
�
２
０
０
４

世
界
の
家
庭
料
理
教
室
︵
ロ
シ
ア

料
理
︶

日
時

　７
／
14
㈭
９
時
半
～
13
時

会
場

　桑
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

参
加
料

　会
員
300
円
、
非
会
員
600
円

定
員

　先
着
20
人

持
ち
物

　エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
ふ
き
、
ふ
き
ん

申
込
み
・
問
国
際
交
流
協
会
☎
�

１
０
４
２

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

日
時

　７
／
14
㈭
14
時
～
16
時

会
場

　保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
３

階
視
聴
覚
室

内
容

　肢
体
に
障
害
の
あ
る
方
の

補
装
具
・
医
学
・
生
活
相
談

定
員

　先
着
５
人
程
度

申
込
み

　６
／
30
㈭
ま
で
に
福
祉

課
☎
�
９
６
２
４
FAX  
�
２
３
７
０

中
央
公
民
館
講
座
︵
サ
ー
ク
ル
共

催
初
心
者
向
け
油
絵
講
座
︶

日
時

　７
／
23
、
８
／
20
・
27
、

９
／
17
・
24
土
曜
日
（
全
５
回
）

13
時
半
～
16
時

会
場

　同
館
第
１
研
修
室

定
員

　先
着
15
人

受
講
料

　３
千
円
（
別
途
画
材
代
）

申
込
み

　６
／
１
㈬
～
30
㈭
に
受

講
料
持
参
の
う
え
、
直
接
同
館
☎

�
９
５
６
２

生
井
公
民
館
前
期
講
座

◆
や
さ
し
い
水
彩
画
講
座
▽
７
／

25
、
８
／
22
、
９
／
26
、
10
／

17
、
11
／
21
、
12
／
19
月
曜
日

（
全
６
回
）
13
時
半
～
15
時
半
▽

先
着
10
人
▽
無
料
◆
手
作
り
お
菓

子
講
座
▽
６
／
29
、
７
／
13
、
９

／
21
、
10
／
19
水
曜
日
（
全
４

回
）
10
時
～
正
午
▽
先
着
８
人
▽

３
千
500
円

申
込
み

　６
／
17
㈮
ま
で
に
同
館

☎
�
４
０
０
４

お
や
ま
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
６
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
カ
ー

ニ
バ
ル
出
店
者

日
時

　７
／
30
㈯
15
時
半
～
21
時
半

会
場

　市
役
所
西
側
駐
車
場

条
件

　市
内
在
住
者
個
人
ま
た
は

市
内
の
会
社
・
団
体
限
定

※
原
則
、
飲
食
物
の
出
店
に
限

る
。
応
募
者
多
数
時
抽
選

申
込
み

　６
／
16
㈭
ま
で
に
お

や
ま
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
６
事
務
局
（
商
業
観
光

課
）
☎
�
９
２
７
４

集
え
キ
ッ
ズ
た
ち
よ
！
﹁
第
４
回

ダ
ン
ス
お
や
ま
評
定
﹂
参
加
者

日
時

　７
／
30
㈯
16
時
15
分
～
18

時
半
（
予
定
）

会
場

　市
役
所
西
側
駐
車
場

　特

設
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ

参
加
資
格

　出
演
者
が
中
学
生
以

下
・
２
人
以
上
の
チ
ー
ム
・
オ
リ

ジ
ナ
ル
ダ
ン
ス
で
あ
る
こ
と

※
ジ
ャ
ン
ル
不
問
。
参
加
無
料
。

応
募
者
多
数
時
抽
選

申
込
み

　６
／
23
㈭
ま
で
に
お

や
ま
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
６
事
務
局
（
商
業
観
光

課
）
☎
�
９
２
７
４

開
運
小
山
う
ど
ん
応
援
隊

　﹁
小
山
う
ど
ん
﹂

を
普
及·

Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
開
運
小
山
う
ど

ん
応
援
隊
の
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

実
施
内
容

　う
ど
ん
講
習
会
の
実

施
・
運
営
、
う
ど
ん
を
普
及
す
る

部
☎
０
３·

３
５
５
６·

５
８
８
７



広報小山 2016.6月号　18

時期 市役所からこんにちは　6:00　9:00　12:30　15:00　18:00　21:00　0:00 広報番組　7:30 から 3時間ごと

上旬
■男女共同参画フェア / 男女共同参画課■平成 28 年度水防訓練 / 防災対
策課■こどもの貧困対策事業について / 子育て・家庭支援課　等

■「みんなで選挙に行こう
～小山市明るい選挙推進協
議会の活動～」　他

中旬
■菊作り講習会/商業観光課■認知症の対策について/高齢生きがい課
■後期高齢者医療制度のお知らせ/国保年金課　等

■「小山須賀神社　祇園祭」

下旬
■小山市消防団夏季点検/消防本部総務課■思川の流しびな/商業観光課
■レッツエコ「夏季節電と小山市環境美化条例について」/環境課　等

■「いきいき百歳体操」

月間 ■イベント情報/秘書広報課■英会話講座「G'day OYAMA」/国際交流員　等

6月の行政テレビ
　視聴にはテレビ小
山放送㈱のケーブル
テレビへの加入が必
要となります。
　 デ ジ タ ル101chを
選局ください。
問秘書広報課22-9353

64
歳
の
同
障
害
の
あ
る
方
、
家
族

定
員

　３
～
４
人

申
込
み

　７
／
13
㈬
ま
で
に
と

ち
ぎ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
発
達·

高
次
脳
機
能
障

害
支
援
課
☎
０
２
８·

６
２
３·

６
１
１
４

平
成
28
年
度
税
務
職
員
採
用
試
験

試
験
日

　９
／
４
㈰
（
1
次
試
験
）

受
験
資
格

　平
成
28
年
４
月
１
日

に
お
い
て
高
校
ま
た
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
３
年
を
経
過
し
て
い
な

い
方
お
よ
び
平
成
29
年
３
月
ま
で

に
高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
卒

業
見
込
み
の
方

申
込
み

　６
／
20
㈪
～
29
㈬
に

h
ttp://w

w
w

.jin
ji-sh

ik
en.

go.jp/juken.htm
l

へ
ア
ク
セ
ス

し
、
説
明
に
従
い
入
力

問
関
東
信
越
国
税
局
☎
０
４
８

·

６
０
０·

３
１
１
１
（
内
線

２
０
９
７
）

平
成
28
年
度
介
護
支
援
専
門
員
実

務
研
修
受
講
試
験

試
験
日

　10
／
２
㈰
10
時
～
正
午

申
込
み

　６
／
13
㈪
～
30
㈭

に
と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会
☎

０
２
８
・
６
５
０
・
５
５
８
７

※
申
込
書
は
市
高
齢
生
き
が
い
課

で
も
配
布
し
て
い
ま
す

小
山
高
専
公
開
講
座

◆
ワ
ン
ボ
ー
ド
パ
ソ
コ
ン
、
ア
ル

デ
ィ
ー
ノ
を
用
い
た
電
子
温
度
湿

度
計
の
製
作
▽
６
／
４
㈯
13
時
半

～
16
時
半
▽
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
（
栃
木
市
倭
町
14
‐
１
）
▽

中
学
生
５
人
▽
小
山
工
業
高
等
専

門
学
校
☎
⒇
２
１
９
７

国
分
寺
特
別
支
援
学
校
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル

日
時

　６
／
22
㈬
、
10
／
28
㈮
、

12
／
15
㈭
９
時
～
15
時
20
分

会
場

　国
分
寺
特
別
支
援
学
校

（
下
野
市
柴
６
―
２
）

問
同
校
☎
�
５
１
２
１

山
の
子
・
海
の
子
交
流
キ
ャ
ン
プ

期
日

　８
／
８
㈪
～
10
㈬

内
容

　地
引
き
網
体
験
、
な
ぎ
さ

活
動
、
砂
浜
活
動
、
野
外
調
理
他

対
象

　小
学
校
５
・
６
年
生
80
人

参
加
費

　１
万
800
円

申
込
み

　７
／
４
㈪
ま
で
に
郵
便

番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
・
氏

名
・
学
年
・
性
別
・
保
護
者
名

を
、
は
が
き
（
〒
311-

1412
茨
城
県

鉾
田
市
玉
田
３
３
６
‐
２
）
・
FAX

０
２
９
１
�
４
０
０
８
ま
た
は
☎

期　日 時　間 会　場

ご注意

⑴現況届は 5 月
末に農業者年金
基金から直接、
郵送されます。

⑵現況届は昨年
7 月１日以降の
裁定者には送付
されません。

6/9 ㈭

  9:30 ～ 10:00 小山農協大谷支店
10:30 ～ 11:00 小山農協間々田支店
11:30 ～ 12:00 小山農協生井支店
13:30 ～ 14:00 小山農協寒川支店
14:30 ～ 15:00 小山農協中支店
15:30 ～ 16:00 小山農協穂積支店

6/10 ㈮
  9:30 ～ 10:00 小山農協絹支店
10:30 ～ 11:00 小山農協桑支店
11:30 ～ 12:00 小山農協豊田支店

6/1 ㈬
～ 30 ㈭   8:30 ～ 17:00 農業委員会事務局

（小山市役所 2 階）

　農業者年金（経営移譲年金、農業者老齢年金）の現況届
を提出していただく時期になりました。現況届は、毎年１
回、受給権者の皆さまからの届出により引き続き年金を受
ける資格があるかどうかについて、確認するものです。
　下記にて受付しますので、氏名、生年月日、住所、電話
番号を記入し、最寄りの会場にお越しください。　現況届
が提出されない場合、支払いが差し止められますので、必
ず提出してください。

農業者年金受給者の現況届受付
問農業委員会事務局☎ 22-9247

０
２
９
１
�
４
０
０
４
で
と
ち
ぎ

海
浜
自
然
の
家
へ

栃
木
県
育
英
会
奨
学
生

募
集
期
間

　６
／
20
㈪
ま
で

対
象

　平
成
28
年
４
月
に
高
等
学

校
ま
た
は
修
業
年
限
２
年
以
上
の

専
修
学
校
高
等
課
程
に
在
学
し
て

い
る
方

貸
与
月
額

　国
公
立
１
万
８
千

円
、
私
立
３
万
円

申
込
み
・
問
同
事
務
局
☎
０
２
８

·

６
２
３·

３
４
５
９

防
衛
大
学
校
等
入
学
試
験
・
自
衛

官
採
用
試
験
の
受
付
が
８
／
１
㈪

か
ら
始
ま
り
ま
す

※
募
集
種
目
に
よ
り
受
付
開
始

日
・
試
験
日
が
異
な
り
ま
す

問
自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所
☎
�

４
７
６
３

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
応
援

隊
内
で
の
研
修
・
講
習
の
実
施
、

そ
の
他
市
民
向
け
普
及
啓
発
活
動

問
同
会
事
務
局
（
商
業
観
光
課
）

☎
�
９
３
１
７

高
次
脳
機
能
障
害
巡
回
相
談

日
時

　７
／
20
㈬
13
時
半
～
15
時
半

会
場

　野
木
町
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

　小
山
市
、
下
野
市
、
上
三

川
町
、
野
木
町
に
在
住
す
る
18
～

小
山
市
長
選
挙·

小
山
市
議
会

議
員
補
欠
選
挙
の
お
知
ら
せ

 

告
示
日
　７
月
17
日
㈰

 

投
票
日
　７
月
24
日
㈰

■
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　日
時

　６
月
６
日
㈪
14
時
～

　会
場

　市
役
所
３
階
大
会
議
室

■
立
候
補
届
出
書
類
の
事
前
審
査

　日
時

　６
月
30
日
㈭

　市
長
選

　
　９
時
半
～
正
午

　市
議
補
選

　13
時
半
～
16
時

　会
場

　市
役
所
３
階
大
会
議
室

■
立
候
補
届
出
受
付

　日
時

　７
月
17
日
㈰

８
時
半
～
17
時

　会
場

　市
役
所
３
階
大
会
議
室

■
市
長
選
・
市
議
補
選
の
投
票
日

に
つ
い
て

　本
紙
5
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

た
参
議
院
選
は
、
衆
議
院
選
が
同
日

に
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
こ
れ

に
市
長
選
・
市
議
補
選
が
加
わ
る
と

7
種
類
の
投
票
と
な
り
、
混
乱
を
き

た
す
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
市
長
選
・

市
議
補
選
は
同
日
と
な
る
こ
と
を

避
け
る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
☎
�
９
４
８
１
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み
ん
な
の
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ

　※
詳
し
く
は
各
連
絡
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

ゆ
め
基
金
助
成
事
業

　小
澤
俊
夫
氏
講

演
会﹁
白
雪
姫
は
三
度
生
き
返
っ
た
﹂

　６
／
５
㈰
10
時
～
正
午
▽
中
央

図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル
▽
無
料
▽

先
着
70
人
▽
申
込
み
受
付
中
▽
内

田
☎
・
FAX  
�
１
５
８
２

こ
ぐ
ま
保
育
園
楽
し
い
子
育
て
支
援

事
業﹁
離
乳
食
の
与
え
方
・
進
め
方
﹂

　６
／
21
㈫
９
時
半
～
11
時
半
▽

市
内
在
住
の
親
子
10
組
▽
６
／

15
㈬
ま
で
に
電
話
で
同
園
☎
�

１
１
８
９

お
む
つ
・
お
む
つ
は
ず
し
・
食
に

つ
い
て

　６
／
22
㈬
10
時
～
正
午
▽
小

山
城
南
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

ゆ
め
ま
ち
・
研
修
室
▽
800
円
▽

小
山
自
然
育
児
の
会
・
村
上
☎

０
９
０
・
３
５
４
５
・
２
１
５
６

大
人
の
た
め
の
英
会
話
・
韓
国
語

入
門
講
座

　６
／
25
㈯
か
ら
全
８
回
英
会
話

13
時
半
～
14
時
半
、
韓
国
語
15
時

～
16
時
▽
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ロ

ブ
レ
６
階
▽
５
千
円（
別
途
教
材
費

２
千
円
）▽
各
先
着
15
人
▽
申
込
み

は
国
際
文
化
交
流
協
会
・
前
田
☎

０
９
０
・
６
４
８
９
・
２
８
０
３

さ
く
ら
保
育
園
子
育
て
支
援
事
業

﹁
子
育
て
広
場
す
ま
い
る
・
に
っ
こ

り
ち
ゃ
ん
・
え
く
ぼ
ち
ゃ
ん
ク
ラ

ブ
合
同
親
子
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室
﹂
　

　６
／
29
㈬
10
時
～
11
時
▽
市
内
在

住
の
未
就
園
児（
６
カ
月
以
上
）親
子

先
着
50
組
▽
イ
ー
グ
ル
ス
ポ
ー
ツ
▽

６
／
８
㈬
～
22
㈬
に
電
話
で
同
園
☎

�
７
０
６
８

ピ
ア
ノ
・
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
～
心

や
す
ら
ぐ
午
後
の
ひ
と
と
き
～

　６
／
29
㈬
14
時
～
15
時
▽

道
の
駅
思
川
・
小
山
評
定
館

▽
無
料
▽
９
／
25
㈰
、
12
／

18
㈰
、
Ｈ
29
．
３
／
26
㈰
に
も

道
の
駅
思
川
・
小
山
評
定
館

で
演
奏
会
を
開
催
▽
岩
下
☎

０
９
０
・
７
２
１
８
・
２
５
５
１

こ
ば
と
保
育
園
夕
涼
み
会

　７
／
９
㈯
17
時
半
～
20
時
▽
こ

ば
と
保
育
園
▽
盆
踊
り
、
模
擬
店
、

花
火
の
打
ち
上
げ
等
▽
同
園
☎
�

０
２
０
９

新
婦
人﹁
平
和
の
つ
ど
い
﹂

　７
／
10
㈰
13
時
～
16
時
半
▽
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
▽
入
場
無

料
▽
一
人
し
ば
い﹁
多
喜
二
の
母
セ

キ
﹂、
朗
読
、
原
爆
パ
ネ
ル
展
示
▽

新
日
本
婦
人
の
会
小
山
支
部
・
大
森

☎
０
９
０
・
７
８
０
１
・
４
２
８
１

小
笠
原
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー

ル
募
集

　８
／
17
㈬
～
22
㈪
▽
東
京
都

小
笠
原
村
父
島
▽
全
国
小
学

３
年
生
～
中
学
３
年
生
25
人
▽

９
万
円
※
別
途
旅
費
が
か
か
り

ま
す
▽
７
／
20
㈬
ま
で
に（
公

財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会
☎

０
３
・
６
４
１
７
・
９
７
２
１

健
康
歌
声

　ゴ
ー
ル
デ
ン
ソ
ン
グ

ス
定
例
会

　毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
10
時

～
正
午
▽
小
山
城
南
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
ゆ
め
ま
ち
・
音
楽
室

▽
千
円（
飲
物
付
）▽
高
天
原
☎

０
７
０
・
３
９
６
４
・
６
５
３
７

永年にわたり各界の
発展に寄与された功
績が評価され、８人
の方が叙勲・褒章の
栄誉に輝きました。

平 成 2 ８年 春 の 叙 勲 ・ 褒 章・危 険 業 務 従 事 者 叙 勲

瑞
宝
双
光
章
︵
学
校
保
健
︶

内う
ち
う
み海

　正ま
さ
ひ
で秀 

氏
（
城
東
６
丁
目
）

１
９
７
５
年
か
ら
学
校
歯
科
医
。

美
田
中
学
校
な
ど
を
経
て
現
在
桑

中
学
校
で
従
事
。

旭
日
小
綬
章
︵
地
方
自
治
︶

大お
お
や
ま山

　典の
り
お男 

氏
（
小
宅
）

１
９
８
７
年
か
ら
７
期
連
続
で
小

山
市
議
。
副
議
長
な
ど
を
歴
任
し
、

議
長
に
２
度
就
任
。

瑞
宝
単
光
章
︵
社
会
福
祉
︶

作さ
く
ど
う道

　富と
み
こ子 

氏
（
神
鳥
谷
６
丁
目
）

１
９
８
３
年
か
ら
小
山
市
民
生
委

員
・
児
童
委
員
。
２
０
１
４
年
厚

生
労
働
大
臣
表
彰
。

藍
綬
褒
章︵
選
挙
関
係
事
務
︶

山や
ま
な
か中

　正た
だ
し

　氏
（
塚
崎
）

１
９
９
０
年
、
小
山
市
明
る
い
選

挙
推
進
協
議
会
会
員
、
副
会
長
を

経
て
、
１
９
９
９
年
か
ら
会
長
。

旭
日
双
光
章
︵
農
業
振
興
︶

岡お
か
や
す安

　玩よ
し
の
り功 

氏
（
乙
女
）

１
９
６
３
年
か
ら
農
業
に
従
事
。

県
南
農
業
共
済
組
合
長
、
県
農
業

共
済
組
合
連
合
会
副
会
長
。

藍
綬
褒
章
︵
社
会
福
祉
︶

横よ

こ

す

か

須
賀

　康や
す
こ子 

氏
（
神
鳥
谷
）

１
９
８
９
年
か
ら
小
山
市
民
生
委

員
・
児
童
委
員
。
２
０
１
４
年
に

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
。

瑞
宝
双
光
章
︵
防
衛
︶

岩い
わ
さ
き崎

　准じ
ゅ
ん
じ二 

氏
（
横
倉
）

１
９
７
３
年
、
陸
上
自
衛
隊
宇
都

宮
駐
屯
地
に
入
隊
。
２
０
０
８
年
、

古
河
駐
屯
地
業
務
隊
幹
部
で
退
官
。

瑞
宝
単
光
章
︵
消
防
︶

青あ
お
き木

　孝た
か
ゆ
き之 

氏
（
外
城
）

１
９
７
０
年
に
小
山
市
消
防
本
部

に
入
り
、
主
に
警
防
部
門
を
歩
み
、

２
０
０
６
年
、
桑
分
署
長
で
退
職
。
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　※
詳
し
く
は
各
連
絡
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

ゆ
め
基
金
助
成
事
業

　小
澤
俊
夫
氏
講

演
会﹁
白
雪
姫
は
三
度
生
き
返
っ
た
﹂

　６
／
５
㈰
10
時
～
正
午
▽
中
央

図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル
▽
無
料
▽

先
着
70
人
▽
申
込
み
受
付
中
▽
内

田
☎
・
FAX  
�
１
５
８
２

こ
ぐ
ま
保
育
園
楽
し
い
子
育
て
支
援

事
業﹁
離
乳
食
の
与
え
方
・
進
め
方
﹂

　６
／
21
㈫
９
時
半
～
11
時
半
▽

市
内
在
住
の
親
子
10
組
▽
６
／

15
㈬
ま
で
に
電
話
で
同
園
☎
�

１
１
８
９

お
む
つ
・
お
む
つ
は
ず
し
・
食
に

つ
い
て

　６
／
22
㈬
10
時
～
正
午
▽
小

山
城
南
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

ゆ
め
ま
ち
・
研
修
室
▽
800
円
▽

小
山
自
然
育
児
の
会
・
村
上
☎

０
９
０
・
３
５
４
５
・
２
１
５
６

大
人
の
た
め
の
英
会
話
・
韓
国
語

入
門
講
座

　６
／
25
㈯
か
ら
全
８
回
英
会
話

13
時
半
～
14
時
半
、
韓
国
語
15
時

～
16
時
▽
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ロ

ブ
レ
６
階
▽
５
千
円（
別
途
教
材
費

２
千
円
）▽
各
先
着
15
人
▽
申
込
み

は
国
際
文
化
交
流
協
会
・
前
田
☎

０
９
０
・
６
４
８
９
・
２
８
０
３

さ
く
ら
保
育
園
子
育
て
支
援
事
業

﹁
子
育
て
広
場
す
ま
い
る
・
に
っ
こ

り
ち
ゃ
ん
・
え
く
ぼ
ち
ゃ
ん
ク
ラ

ブ
合
同
親
子
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室
﹂
　

　６
／
29
㈬
10
時
～
11
時
▽
市
内
在

住
の
未
就
園
児（
６
カ
月
以
上
）親
子

先
着
50
組
▽
イ
ー
グ
ル
ス
ポ
ー
ツ
▽

６
／
８
㈬
～
22
㈬
に
電
話
で
同
園
☎

�
７
０
６
８

ピ
ア
ノ
・
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
～
心

や
す
ら
ぐ
午
後
の
ひ
と
と
き
～

　６
／
29
㈬
14
時
～
15
時
▽

道
の
駅
思
川
・
小
山
評
定
館

▽
無
料
▽
９
／
25
㈰
、
12
／

18
㈰
、
Ｈ
29
．
３
／
26
㈰
に
も

道
の
駅
思
川
・
小
山
評
定
館

で
演
奏
会
を
開
催
▽
岩
下
☎

０
９
０
・
７
２
１
８
・
２
５
５
１

こ
ば
と
保
育
園
夕
涼
み
会

　７
／
９
㈯
17
時
半
～
20
時
▽
こ

ば
と
保
育
園
▽
盆
踊
り
、
模
擬
店
、

花
火
の
打
ち
上
げ
等
▽
同
園
☎
�

０
２
０
９

新
婦
人﹁
平
和
の
つ
ど
い
﹂

　７
／
10
㈰
13
時
～
16
時
半
▽
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
▽
入
場
無

料
▽
一
人
し
ば
い﹁
多
喜
二
の
母
セ

キ
﹂、
朗
読
、
原
爆
パ
ネ
ル
展
示
▽

新
日
本
婦
人
の
会
小
山
支
部
・
大
森

☎
０
９
０
・
７
８
０
１
・
４
２
８
１

小
笠
原
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー

ル
募
集

　８
／
17
㈬
～
22
㈪
▽
東
京
都

小
笠
原
村
父
島
▽
全
国
小
学

３
年
生
～
中
学
３
年
生
25
人
▽

９
万
円
※
別
途
旅
費
が
か
か
り

ま
す
▽
７
／
20
㈬
ま
で
に（
公

財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会
☎

０
３
・
６
４
１
７
・
９
７
２
１

健
康
歌
声

　ゴ
ー
ル
デ
ン
ソ
ン
グ

ス
定
例
会

　毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
10
時

～
正
午
▽
小
山
城
南
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
ゆ
め
ま
ち
・
音
楽
室

▽
千
円（
飲
物
付
）▽
高
天
原
☎

０
７
０
・
３
９
６
４
・
６
５
３
７

永年にわたり各界の
発展に寄与された功
績が評価され、８人
の方が叙勲・褒章の
栄誉に輝きました。

平 成 2 ８年 春 の 叙 勲 ・ 褒 章・危 険 業 務 従 事 者 叙 勲

瑞
宝
双
光
章
︵
学
校
保
健
︶

内う
ち
う
み海

　正ま
さ
ひ
で秀 

氏
（
城
東
６
丁
目
）

１
９
７
５
年
か
ら
学
校
歯
科
医
。

美
田
中
学
校
な
ど
を
経
て
現
在
桑

中
学
校
で
従
事
。

旭
日
小
綬
章
︵
地
方
自
治
︶

大お
お
や
ま山

　典の
り
お男 

氏
（
小
宅
）

１
９
８
７
年
か
ら
７
期
連
続
で
小

山
市
議
。
副
議
長
な
ど
を
歴
任
し
、

議
長
に
２
度
就
任
。

瑞
宝
単
光
章
︵
社
会
福
祉
︶

作さ
く
ど
う道

　富と
み
こ子 
氏
（
神
鳥
谷
６
丁
目
）

１
９
８
３
年
か
ら
小
山
市
民
生
委

員
・
児
童
委
員
。
２
０
１
４
年
厚

生
労
働
大
臣
表
彰
。

藍
綬
褒
章︵
選
挙
関
係
事
務
︶

山や
ま
な
か中

　正た
だ
し

　氏
（
塚
崎
）

１
９
９
０
年
、
小
山
市
明
る
い
選

挙
推
進
協
議
会
会
員
、
副
会
長
を

経
て
、
１
９
９
９
年
か
ら
会
長
。

旭
日
双
光
章
︵
農
業
振
興
︶

岡お
か
や
す安

　玩よ
し
の
り功 

氏
（
乙
女
）

１
９
６
３
年
か
ら
農
業
に
従
事
。

県
南
農
業
共
済
組
合
長
、
県
農
業

共
済
組
合
連
合
会
副
会
長
。

藍
綬
褒
章
︵
社
会
福
祉
︶

横よ

こ

す

か

須
賀

　康や
す
こ子 

氏
（
神
鳥
谷
）

１
９
８
９
年
か
ら
小
山
市
民
生
委

員
・
児
童
委
員
。
２
０
１
４
年
に

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
。

瑞
宝
双
光
章
︵
防
衛
︶

岩い
わ
さ
き崎

　准じ
ゅ
ん
じ二 

氏
（
横
倉
）

１
９
７
３
年
、
陸
上
自
衛
隊
宇
都

宮
駐
屯
地
に
入
隊
。
２
０
０
８
年
、

古
河
駐
屯
地
業
務
隊
幹
部
で
退
官
。

瑞
宝
単
光
章
︵
消
防
︶

青あ
お
き木

　孝た
か
ゆ
き之 
氏
（
外
城
）

１
９
７
０
年
に
小
山
市
消
防
本
部

に
入
り
、
主
に
警
防
部
門
を
歩
み
、

２
０
０
６
年
、
桑
分
署
長
で
退
職
。



すこやか通信 みんなの元気がおやまの元気　
健康増進課（保健 ･福祉センター 3階）

乳幼児健康相談（予約制）
期　日　7月 22日㈮
受　付　計測のみの方 9:00 ～ 11:00
　　　　相談ありの方
　　　　① 9:00 ～　② 9:30 ～
　　　　③ 10:00 ～　④ 10:30 ～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　☎22–9527　6月 28日㈫から

小山の地域医療を考える市民会議
日　時　6月 21日㈫ 18:30～ 20:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
内　容　市民のみなさま、医療関係者、
行政などがひとつになって考えていく
ための会議です。初めての方でも参加
できます。
申込み　☎27–0500

広報小山 2016.6月号　20

結核検診（6・7月）問☎22–9526
　対象者は65歳以上の方（平成29年3
月31日現在）です。6月中旬に受診票
を送付しますので、持参してください。
どの会場でも受診可能です。
※今年度の肺がん検診（胸部レントゲ
ン検査）を受ける予定の方は、今回受
診する必要はありません

期日 時　間 会　　場

4 ㈪

7:30 ～ 8:10 思水ケ丘・大森歯科隣り
8:30 ～ 8:50 川西・山本照夫宅駐車場
9:10 ～ 9:30 下の町公民館
9:50 ～ 10:10 上町会館

5 ㈫
7:30 ～ 8:10 城北児童センター
8:30 ～ 9:30 小山城北小学校
9:50 ～ 10:30 保健センター分室（花垣町）

6 ㈬
8:00 ～ 8:30 若木町１丁目・東武資材宅
8:50 ～ 10:30 若木小学校

10:50 ～ 11:10 本郷町・五十嵐医院駐車場

7 ㈭

8:00 ～ 8:30 外城公民館
8:50 ～ 9:30 小山第三小学校正門
9:50 ～ 10:10 栗の実保育園駐車場

10:30 ～ 10:50 小山市役所神鳥谷庁舎
11:10 ～ 11:30 神明町公民館
13:00 ～ 14:10 保健・福祉センター

8 ㈮
8:00 ～ 8:40 天神町公民館
9:00 ～ 9:20 JA おやま小山支店 ( 駅前・宮本町 )
9:40 ～ 10:20 小山第二小学校正門

11 ㈪

7:30 ～ 8:10 稲荷町公民館東側福田屋駐車場
8:30 ～ 9:40 小山城南小学校西門

10:00 ～ 10:20 末広町・田中春水宅
10:40 ～ 11:50 小山城南中学校南門

12 ㈫
8:00 ～ 8:50 三峯公民館
9:10 ～ 10:30 駅東公園管理事務所

10:50 ～ 12:00 あさひ公園管理事務所

13 ㈬
10:00 ～ 10:40 保健センター分室（花垣町）
11:00 ～ 11:40 保健・福祉センター

◆大谷地区（6月）
期日 時　間 会　　場

27 ㈪

8:00 ～ 8:20 武井集落センター
8:40 ～ 9:00 高松・信末梅吉宅
9:20 ～ 9:40 六軒公民館

10:00 ～ 10:20 荒井原公民館
10:40 ～ 11:00 南和泉集落センター
11:20 ～ 11:50 東野田東集落センター

28 ㈫

8:00 ～ 8:40 横倉公民館
9:00 ～ 9:20 田間公民館
9:40 ～ 10:00 塚崎公民館

10:20 ～ 10:40 城南台公民館
11:00 ～ 11:40 雨ケ谷公民館

29 ㈬

7:30 ～ 8:00 中久喜公民館
8:30 ～ 9:30 土塔 ( 二 ) 公民館
9:50 ～ 10:50 犬塚公民館

11:10 ～ 11:40 楠エンゼル幼稚園駐車場
13:00 ～ 14:10 市立大谷公民館

30 ㈭

8:00 ～ 8:20 市立泉ヶ丘集会所
8:40 ～ 9:40 小山東ニュータウン自治会館

10:00 ～ 10:30 丸山公民館
10:50 ～ 11:10 竹親会公民館

7/1 ㈮

8:00 ～ 9:00 泉崎公民館
9:20 ～ 10:20 土塔・愛宕公民館

10:40 ～ 11:40 小山東出張所
13:00 ～ 14:00 市立大谷公民館

マタニティクラス（はじめての妊娠コース）
日時・内容
①7月14㈭ 9:30 ～ 14:40
　調理実習・試食、産婦人科医師講話など
②8月21日㈰ 13:10 ～ 16:00
　家族学級（家族参加可）、お風呂の入れ方、
妊婦疑似体験など
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳、①はエプロン・三角巾
受講料　テキスト250円
　　　　調理実習材料代600円
申込み　☎22–9527

食生活改善推進員による健康料
理教室（要申込）
時　間　いずれも10:00から
対　象　市内在住の成人先着20人
内　容　①②④⑤栄養バランスを考え　
　　　　た健康料理実習
　　　　③減塩を考えた健康料理実習
参加料　500円程度
持ち物　エプロン･三角巾

申込締切　①②6月8日㈬、③6月16日㈭
　　　　 ④6月27日㈪、⑤6月30日 ㈭
　　　　までに☎22–9508

期　日 会　場
① 6月15日㈬ 間々田市民交流センター
② 6月16日㈭ 桑市民交流センター
③ 6月23日㈭ 保健・福祉センター
④ 7月  4日㈪ 大谷公民館
⑤ 7月  7日㈭ 保健・福祉センター

無料フッ素塗布・歯の健康相談（予約不要）
日　時　6月 5日㈰受付 9:00～ 11:30
　　　　（歯みがき後 11:30 までに受付）
会　場　健康医療介護総合支援センター
　　　　※今年度から会場が変更になりました
対　象　年中～小学 2 年生の児　　　
　　　　（H20.4.2 生～ H24.4.1 生）
内　容　フッ素塗布、歯の健康相談など
問☎22–9527

乳児健診（受診日･会場は通知参照）
＊平成28年3月･4月生まれの乳児対象
期　日 会　場

8月  3日㈬
19日㈮

9月  7日㈬
21日㈬

保健・福祉センター

9月 2日㈮ 健康医療介護総合支援センター

受　付　13:00 ～ 14:00
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎ 22–9527

9カ月児健康相談（受診日・会場は通知参照）
＊平成27年10月･11月生まれの乳児対象
期　日 会　場

8月  3日㈬
19日㈮

9月  7日㈬
　  21日㈬

保健・福祉センター

9月  2日㈮ 健康医療介護総合支援センター

受　付　9:30 ～ 10:15
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎ 22–9527

1歳6カ月児健診（受診日･会場は通知参照）
＊平成27年1月･2月生まれの幼児対象
期　日 会　場

8月 5日㈮
18日㈭

9月 9日㈮
26日㈪

保健・福祉センター

8月22日㈪
9月20日㈫ 健康医療介護総合支援センター

受　付　13:00 ～ 14:00
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎ 22–9527

2歳児歯科健診（全地区）
（受診日･時間は通知参照）
＊平成26年8月･9月生まれの幼児対象
期　日　8月10日㈬・25日㈭
　　　　9月14日㈬・29日㈭
受　付　① 9:15 ～ 9:45、② 10:15 ～ 10:45
会　場　保健・福祉センター
持ち物　 母子健康手帳、問診票
問☎ 22–9527
３歳児健診（全地区）（受診日は通知参照）
＊平成25年5月･6月生まれの幼児対象
期　日　8月4日㈭･8日㈪･24日㈬
　　　　9月5日㈪･16日㈮･27日㈫
受　付　13:00 ～ 14:00
会　場　保健・福祉センター
持ち物　 母子健康手帳、問診票
問☎ 22–9527

◆小山地区（7月）
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番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2 ｰ 4 ｰ 3 ☎44–7000
② 石橋総合病院 下野市石橋628 ☎53–1134
③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31–1331
④ 杉村病院 小山市城山町2ｰ7ｰ18 ☎25–5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45–7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320ｰ2 ☎0280–57–1011

▪夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷 2251 ｰ 7（健康医療
介護総合支援センター内）
　☎ 39 ｰ 8880・FAX39 ｰ 8882

受付　診療終了 15分前まで
※内科医等が、小児科の診療を担当することがあり
ますので、事前に電話をしてから来院してください

▪休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷 2251 ｰ 7（健康医療
介護総合支援センター内）
　　☎ 39 ｰ 8881・FAX39 ｰ 8883
日時　日曜・祝日・振替休日・年末
　　　年始（12/31 ～ 1/3）
　　　10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
受付　診療終了 15分前まで

受付　土・休日前（　　の部分）
　　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外 17:00 ～翌日 9:00
　受診するときは、事前に電話で
確認してください。各医療機関で
は、夜間、医師が交代で当直制を
とっており、希望する治療が困難
な場合もあります。

▪救急医療機関当番
　カレンダー内番号が、当番医療
機関となります。

問☎27–0500※救急医療機関当番は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています

7 月の一次救急医療機関

申込み　本紙3月号と同時配布の「平成
28年度健康のしおり」内の検診申込み
ハガキにてお申込みください。折り返
し「集団健診のお知らせ（問診票）」を
送付します。
持ち物　①集団健診のお知らせ(問診票)
　　　　②受診券　
　　　　③健康保険証
　　　　④その他指定されたもの
問☎22ｰ9522

7月の集団検診（要申込）
＊3・4・5月生まれの方対象

日　時
検診項目 女

性
の
み

会　場特定健診
（基本健診）

がん 女性がん 骨粗しょ
う症胃・肺・大腸 前立腺 子宮 乳

1 ㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
4 ㈪ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × × ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター
7 ㈭ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター

8 ㈮
8:00 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 保健・福祉センター

14:00 ～ 15:30 × × × ○ ○ × ＊ 保健・福祉センター
18:00 ～ 19:30 × × × ○ ○ × ＊ 保健・福祉センター

11 ㈪ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
14 ㈭ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター
16 ㈯ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター
17 ㈰ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
26 ㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
27 ㈬ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × × ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
28 ㈭ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
29 ㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター

すこやか通信

メタボリックシンドローム対策事業
～からだスッキリ！運動教室～（無料・要申込）
日　時　6月16日㈭13:30 ～ 15:00
会　場   健康医療介護総合支援センター
対　象　40歳以上市民（運動制限のない方）
持ち物　筆記用具、室内運動靴、飲み物、

タオル、ヨガマット（お持ちの方）
申込み　☎22–9607

❖受診日は「集団健診のお知らせ（問診票）」を
ご覧ください。
❖骨粗しょう症検診（700円・70歳は無料）は、
検診当日40・45・50・55・60・65・70歳の女
性市民が対象です。希望者は各会場に直接おこし
ください（事前申込不要）

日　時 科　目
平　日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

土曜日 19:00 ～ 22:00

日曜・祝日・振替
休日・年末年始

（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

開運おやま健康マイレージ  

マシンを使った筋力向上トレーニング
火・金曜、土曜コース（要申込）
対　象　40歳以上の介護認定を受けてい
ない方、医師からの運動制限がなく市が
定める禁止基準に該当しない方
※1人が利用できるのは、年度1回のみ
コース　40 ～ 64歳　土曜コース
　　　　65歳以上　　火・金曜コース
※トレーニングは9:30 ～ 16:00の間で
自由に利用できます
初回オリエンテーションには定員があります
会　場　保健センター分室（花垣町）
費　用　1,500円
回　数　1コース12回（週1回、3カ月）
申込み　火・金曜コース：☎22︲9616・
9647、土曜コース：☎22–9508・9607

日 月 火 水 木 金 土
1 2
②④ ③⑤

3 4 5 6 7 8 9
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
10 11 12 13 14 15 16
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
17 18 19 20 21 22 23
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
24 25 26 27 28 29 30
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
31
②④

自治医科大学附属病院
「がん患者と家族のサロン」（無料）
日時　6月9日㈭14:00 ～ 16:00
会場　同病院・本館地下1階
内容　ミニレクチャー、リラクセーショ
ン体験、自由な語り合い
問同病院がん相談支援室☎58–7107

健康マイレージ対象のイベントは本紙イベントカレンダーに　　 マークが付きます。
健康マイレージの詳細は、本紙5月号P.7をご覧ください。問☎22–9532
健康マイレージ対象のイベントは本紙イベントカレンダーに　　 マークが付きます。

問☎22

8
ハチマルニイマル

0 2 0運動表彰事業
8020の普及啓発を目的に（一社）小山
歯科医師会が表彰事業を実施します。
応募資格　80歳以上で自分の歯が 20本
以上ある市内在住の方（過去の表彰者は
不可）
表彰者の選考
　同医師会会員の歯科医院にて歯科検
診を受診していただき（無料）、表彰者
を決定します。
　表彰者は、11月開催予定の「健康都市
おやまフェスティバル」にて表彰しま
す。（記念品贈呈）
検診期間　6月 1日㈬～ 8月 12日㈮
問健康増進課☎ 22︲9607
または、直接歯科医院へ
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番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2 ｰ 4 ｰ 3 ☎44–7000
② 石橋総合病院 下野市石橋628 ☎53–1134
③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31–1331
④ 杉村病院 小山市城山町2ｰ7ｰ18 ☎25–5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45–7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320ｰ2 ☎0280–57–1011

▪夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷 2251 ｰ 7（健康医療
介護総合支援センター内）
　☎ 39 ｰ 8880・FAX39 ｰ 8882

受付　診療終了 15分前まで
※内科医等が、小児科の診療を担当することがあり
ますので、事前に電話をしてから来院してください

▪休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷 2251 ｰ 7（健康医療
介護総合支援センター内）
　　☎ 39 ｰ 8881・FAX39 ｰ 8883
日時　日曜・祝日・振替休日・年末
　　　年始（12/31 ～ 1/3）
　　　10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
受付　診療終了 15分前まで

受付　土・休日前（　　の部分）
　　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外 17:00 ～翌日 9:00
　受診するときは、事前に電話で
確認してください。各医療機関で
は、夜間、医師が交代で当直制を
とっており、希望する治療が困難
な場合もあります。

▪救急医療機関当番
　カレンダー内番号が、当番医療
機関となります。

問☎27–0500※救急医療機関当番は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています

7 月の一次救急医療機関

申込み　本紙3月号と同時配布の「平成
28年度健康のしおり」内の検診申込み
ハガキにてお申込みください。折り返
し「集団健診のお知らせ（問診票）」を
送付します。
持ち物　①集団健診のお知らせ(問診票)
　　　　②受診券　
　　　　③健康保険証
　　　　④その他指定されたもの
問☎22ｰ9522

7月の集団検診（要申込）
＊3・4・5月生まれの方対象

日　時
検診項目 女

性
の
み

会　場特定健診
（基本健診）

がん 女性がん 骨粗しょ
う症胃・肺・大腸 前立腺 子宮 乳

1 ㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
4 ㈪ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × × ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター
7 ㈭ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター

8 ㈮
8:00 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 保健・福祉センター

14:00 ～ 15:30 × × × ○ ○ × ＊ 保健・福祉センター
18:00 ～ 19:30 × × × ○ ○ × ＊ 保健・福祉センター

11 ㈪ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
14 ㈭ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター
16 ㈯ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター
17 ㈰ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
26 ㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
27 ㈬ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × × ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
28 ㈭ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
29 ㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター

すこやか通信

メタボリックシンドローム対策事業
～からだスッキリ！運動教室～（無料・要申込）
日　時　6月16日㈭13:30 ～ 15:00
会　場   健康医療介護総合支援センター
対　象　40歳以上市民（運動制限のない方）
持ち物　筆記用具、室内運動靴、飲み物、

タオル、ヨガマット（お持ちの方）
申込み　☎22–9607

❖受診日は「集団健診のお知らせ（問診票）」を
ご覧ください。
❖骨粗しょう症検診（700円・70歳は無料）は、
検診当日40・45・50・55・60・65・70歳の女
性市民が対象です。希望者は各会場に直接おこし
ください（事前申込不要）

日　時 科　目
平　日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

土曜日 19:00 ～ 22:00

日曜・祝日・振替
休日・年末年始

（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

開運おやま健康マイレージ  

マシンを使った筋力向上トレーニング
火・金曜、土曜コース（要申込）
対　象　40歳以上の介護認定を受けてい
ない方、医師からの運動制限がなく市が
定める禁止基準に該当しない方
※1人が利用できるのは、年度1回のみ
コース　40 ～ 64歳　土曜コース
　　　　65歳以上　　火・金曜コース
※トレーニングは9:30 ～ 16:00の間で
自由に利用できます
初回オリエンテーションには定員があります
会　場　保健センター分室（花垣町）
費　用　1,500円
回　数　1コース12回（週1回、3カ月）
申込み　火・金曜コース：☎22︲9616・
9647、土曜コース：☎22–9508・9607

日 月 火 水 木 金 土
1 2
②④ ③⑤

3 4 5 6 7 8 9
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
10 11 12 13 14 15 16
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
17 18 19 20 21 22 23
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
24 25 26 27 28 29 30
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
31
②④

自治医科大学附属病院
「がん患者と家族のサロン」（無料）
日時　6月9日㈭14:00 ～ 16:00
会場　同病院・本館地下1階
内容　ミニレクチャー、リラクセーショ
ン体験、自由な語り合い
問同病院がん相談支援室☎58–7107

健康マイレージ対象のイベントは本紙イベントカレンダーに　　 マークが付きます。
健康マイレージの詳細は、本紙5月号P.7をご覧ください。問☎22–9532
健康マイレージ対象のイベントは本紙イベントカレンダーに　　 マークが付きます。

問☎22

8
ハチマルニイマル

0 2 0運動表彰事業
8020の普及啓発を目的に（一社）小山
歯科医師会が表彰事業を実施します。
応募資格　80歳以上で自分の歯が 20本
以上ある市内在住の方（過去の表彰者は
不可）
表彰者の選考
　同医師会会員の歯科医院にて歯科検
診を受診していただき（無料）、表彰者
を決定します。
　表彰者は、11月開催予定の「健康都市
おやまフェスティバル」にて表彰しま
す。（記念品贈呈）
検診期間　6月 1日㈬～ 8月 12日㈮
問健康増進課☎ 22︲9607
または、直接歯科医院へ
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ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、生活安心課☎22‒9282 へお問合せください。7月の相談

◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 17㈰ 9:30～12:30 生活安心課☎22-9282

女性の生き方なんでも
相談予約制 22㈮10:00～12:00 男女共同参画課☎22-8078

※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

心配ごと相談予約制
（生活全般の相談）

12･26㈫
10:00～12:00

社会福祉協議会☎22-9501
※心配ごと相談員が同席

自殺予防包括相談予約制 7㈭10:00～12:00 福祉課☎22-9619

◎白鷗法律相談（無料）　白鷗大学法科大学院の弁護士教員と大学院生が、皆さんの民事の法的悩み・紛争などについて法律的な助言をさせていただきます
相談日 時間 受付件数 実施場所 申込み受付

4･11･18･25㈪ 16:25～（所用時間90分）
（聴取30分・検討30分・回答30分） 各先着1人 白鷗大学東キャンパス

（小山駅東口前）
電話にて事前申込みが必要　☎20-8110
受付6/20㈪から　時間9:00～16:30

◎
通
常
相
談 

月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ
市民相談 8:30～17:15 生活安心課☎22-9282

家庭児童相談 9:00～17:00 子育て・家庭支援課
☎22-9626

ひとり親家庭相談 9:00～17:00 子育て・家庭支援課
☎22-9627婦人相談 9:00～17:00

認知症相談
8:30～17:15 高齢生きがい課

☎22-9648
※必要時、専門医等の相談も可

青少年相談

面接予約制
9:00～17:00

青
少
年
相
談
室

☎25-4002

電話
10:00～17:00

☎25-4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン

9:00～16:00 外国人地域支援センター
☎23-1042

※不定休あり。事前に要連絡
外国人相談 8:30～17:15 外国人相談室☎22-9439

消費生活相談 9:00～16:00 消費生活センター
☎22-3711

県民相談 9:00～16:00 小山県民相談室
☎22-9164

労働相談 8:30～17:15 小山労政事務所
☎22-4032

こころの
ダイヤル

9:00～17:00 県精神保健福祉センター
☎028-673-8341

※第2･4水曜日9:30～11:30 は医
療相談

ＤＶ相談 9:00～17:00 配偶者暴力相談支援
センター☎22-9602

◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等

行政相談 9㈯10:00～12:00
20㈬13:30～15:30 行政相談委員

生活安心課
☎22-9282

登記相談予約制 13㈬10:00～12:00 司法書士・土地家屋調査士

交通事故相談予約制 12･26㈫10:00～15:00 栃木県民プラザ室交通事故相談員

税金なんでも相談 14㈭13:30～15:30 税理士

行政書士専門相談
予約制 20㈬ 9:00～12:00 相続や遺言、農地転用、開発行為

等、書類や手続きに関する相談

不動産相談予約制 5㈫ 9:00～12:00 宅建協会による土地･建物に関する相談

家庭内困りごと相談予約制 17㈰13:30～16:10 元家庭裁判所調査官

人権相談 8㈮10:00～12:00
13:00～15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22-9292

子育て家庭生活相談
予約制

2㈯14:00～16:00
13㈬ 9:30～11:30 場所：中央公民館

子育て・
家庭支援課
☎22-9664

2㈯14:00～16:00
27㈬ 9:30～11:30 場所：大谷出張所

2㈯14:00～16:00
20㈬ 9:30～11:30 場所：間々田出張所

6㈬ 9:30～11:30 場所：桑出張所

13㈬ 9:30～11:30 場所：豊田出張所

こころの相談予約制 26㈫14:00～15:30 精神科医師　福祉課☎22-9619

心配ごと相談
（生活全般の相談）

5･19㈫10:00～15:00
12･26㈫13:00～15:00

場所：社会福祉協議会
12･26㈫は電話相談可（30分以内）

社会福祉協議会
☎22-9501

精神保健福祉相談予約制 12㈫13:00～15:00 精神科医師･保健師　県南健康福祉センター☎22-6192

女性のための心の相談予約制 25㈪13:30～16:30 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22-8078

創業･経営相談予約制 2･16㈯13:00～17:00 中小企業診断士　工業振興課☎22-9396

図書館つうしん（７月）
期日 時間 会場

6/28
㈫

10:00 ～ 10:30 寒川小学校
12:50 ～ 13:40 乙女小学校

6/29
㈬

10:10 ～ 11:00 もみじ保育所
13:10 ～ 14:00 豊田南小学校

6/30
㈭

10:00 ～ 10:30 大谷南小学校
13:00 ～ 13:40 網戸小学校

7/1
㈮

10:10 ～ 10:40 萱橋小学校
12:50 ～ 13:40 大谷東小学校

5 ㈫
10:10 ～ 10:50 中久喜保育所
12:50 ～ 13:40 間々田東小学校

6 ㈬
10:10 ～ 10:50 中小学校
13:00 ～ 13:50 間々田小学校

7 ㈭
10:00 ～ 10:30 延島小学校
12:50 ～ 13:30 下生井小学校

8 ㈮
10:00 ～ 10:30 梁小学校
13:00 ～ 13:50 羽川西小学校

13 ㈬
10:10 ～ 11:00 絹保育所
13:10 ～ 14:00 豊田北小学校

14 ㈭
10:30 ～ 11:20 小山東ニュータウン
12:40 ～ 13:10 穂積小学校

移動図書館「せきれい」巡回日程

■ミニ利用案内　【市民展示ケースのご案内】
　あなたの自慢の作品を中央図書館に展示してみませんか？図書館で利用登録してい
る方ならどなたでもご利用いただけます。個人やグループで、ぜひご利用ください。
展示場所　中央図書館公園側入口付近ショーケース　展示期間　最長１カ月
※詳細はお問合せください　問中央図書館サービスデスク☎21-0750

おはなし会
会名（会場） 日時

おやま分館ピッコロおはなし会
（小山分館） 1 ㈮ 11:00

おこれんのおはなし会 3 ㈰ 14:00

としょかんこども会たなばた会 6 ㈬ 15:30
おはなしボランティア養成講座修了生の会
20 周年記念おとなのためのおはなし会 10 ㈰ 10:30

おはなしメロディ 10 ㈰ 14:00

おはなしこんにちは 13 ㈬ 10:30

おはなしウェンディ 0・1・2 20 ㈬ 11:00
ゆめまちおはなしかい

（城南市民交流センター） 23 ㈯ 10:30

はなしのこべやおはなしかい 24 ㈰ 14:00
ままだ分館おはなしかい

（間々田分館） 26 ㈫ 15:30

※会場の記載が無いものは全て中央図書館

■各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21‒0750
　4㈪・11㈪・19㈫・25㈪・28㈭
　東側入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○小山分館　☎ 22‒9575
　4㈪・11㈪・18㈪・19㈫・25㈪・28㈭・30㈯・
　31㈰、8/1㈪
　中央市民会館入口の「返却ポスト」へ
　※29㈮18:00～8/2㈫9:00は花火大会のため
　返却ポストは使用できません
○間々田分館　☎ 41‒6230
　4㈪・11㈪・18㈪・19㈫・25㈪・28㈭
　間々田市民交流センター入口の「夜間・休館
　日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎ 22‒4544
　4㈪・11㈪・18㈪・19㈫・25㈪・28㈭
　桑市民交流センターの「夜間・休館日用返却
　ポスト」へ
※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館から
　の借用資料は、破損の恐れがありますので
　ポストへの返却はご遠慮ください
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名　称 時　間 会　場 問　合　せ
1 日 ㈮ おやまの地酒アンテナショップ「酒久楽」出店 17:00 ～ 19:00 さくら道（小山駅中央自由通路）商業観光課☎22-9317

2 日 ㈯
第 12 回ヤナギ・セイタカアワダチソウ除
去作戦 7:00 ～ 渡良瀬遊水地第 2 調節池

環境学習フィールド 3
渡良瀬遊水地ラムサール推進課
☎22-9354

浴衣着付け講座（男性向け）　※要申込み 14:30 ～ 16:30 生涯学習センター和室 工業振興課☎22-9397

3 日 ㈰
思川の流しびな 10:00 ～ 観晃橋下 思川河畔 (一社)小山市観光協会☎30-4772
みんなで歩け歩け運動 8:45 集合 佐野駅南口集合 生涯スポーツ課☎21-2695

4 日 ㈪
5 日 ㈫
6 日 ㈬
7 日 ㈭
8 日 ㈮ おやまの地酒アンテナショップ「酒久楽」出店 17:00 ～ 19:00 さくら道（小山駅中央自由通路）商業観光課☎22-9317
9 日 ㈯ 第 26 回鬼怒川クリーン大作戦 7:00 ～ 8:30 鬼怒川中島橋付近河川敷 他 建設政策課☎22-9204

10 日 ㈰
11 日 ㈪
12 日 ㈫
13 日 ㈬
14 日 ㈭
15 日 ㈮ おやまの地酒アンテナショップ「酒久楽」出店 17:00 ～ 19:00 さくら道（小山駅中央自由通路）商業観光課☎22-9317

16 日 ㈯
田んぼアート見学会 9:00 ～ 16:00 市内 3 会場（島田・下生井・絹）農村整備課☎22-9262
浴衣着付け講座（女性向け）　※要申込み 14:30 ～ 16:30 生涯学習センター和室 工業振興課☎22-9397

17 日 ㈰
小山祇園祭 14:30 ～ 19:00 須賀神社 小山商工会議所☎22-0253
フェスタ ㏌  鬼怒川　※要申込み 9:00 ～受付 鬼怒川中島橋下河川敷特設会場 建設政策課☎22-9204

18 日 ㈪
海の日
キッズ・ユニバーシティ・おやま 2016
※要申込み 9:30 ～ 15:30 白鷗大学 教育総務課☎22-9646

19 日 ㈫
20 日 ㈬
21 日 ㈭
22 日 ㈮ おやまの地酒アンテナショップ「酒久楽」出店 17:00 ～ 19:00 さくら道（小山駅中央自由通路）商業観光課☎22-9317

23 日 ㈯ 第 10 回小山市ラジオ体操会 6:10 集合 小山総合公園森のはらっぱ 生涯スポーツ課☎21-2695

24 日 ㈰
25 日 ㈪
26 日 ㈫ 浴衣着付け講座（女性向け）　※要申込み 18:30 ～ 20:30 生涯学習センター和室 工業振興課☎22-9397
27 日 ㈬
28 日 ㈭
29 日 ㈮ おやまの地酒アンテナショップ「酒久楽」出店 17:00 ～ 19:00 さくら道（小山駅中央自由通路）商業観光課☎22-9317

30 日 ㈯ おやまサマーフェスティバル
（オープニングカーニバル） 15:30 ～ 21:30 市役所西側駐車場他 商業観光課☎22-9273

31 日 ㈰ おやまサマーフェスティバル
（小山の花火） 19:10 ～ 20:45 観晃橋下流思川河畔 商業観光課☎22-9273

7月
カレンダー広報

政光くん・寒川尼ちゃん

納税のお知らせ 土日市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長

　祝日の届出（死亡・
出生・婚姻等）は、本
庁舎北側入口の宿直室
にて受付します。
　夜間等、緊急な場合
は、宿直室☎22-9420
へご連絡ください。

■ 7 月は固定資産税 2 期・国
民健康保険税（普通徴収）・後
期高齢者医療保険料（普通徴
収）・介護保険料（普通徴収）
1 期の納期月です。納期限は 8
月 1 日㈪です。
■コンビニ納付や月曜～木曜
日（祝日除く）19:00 までの納
税窓口延長もご利用ください。
■ 7 月の日曜納税相談窓口は
おやまサマーフェスティバル
開催のため、実施しません。
問納税課☎ 22-9442

日

　
時

2日㈯･3日㈰･9日㈯･10日㈰･
16日㈯･17日㈰･23日㈯･24日㈰

各8:30 ～ 17:15
※30日㈯・31日㈰はおやまサマーフェス
ティバル開催のため市民課窓口を閉庁しま
す。小山城南出張所は通常通り開庁します
※取扱い業務についてはお問合せください

平日の毎日19:00まで
延長しています。
※取扱い業務について
はお問合せください
問市民課☎22-9402

場

　
所

市民課☎22-9402
小山城南出張所☎31-3650
※小山城南出張所は月曜定休

※ の事業は、「開運おやま健康マイレージ」対象事業です
※本紙 5月号 P23「6月の広報カレンダー内」の「健康おやま開運マイレージ事業」の対象事業に誤りがありました。お詫び
　するとともに訂正いたします
　・6月 19日㈰第 4回さくら道まつりは、対象事業ではありません
　・6月 25日㈯男女共同参画フェアは、対象事業です
※カレンダーの内容は、5月中旬現在の情報をもとに作成しています。内容が変更になる場合がありますが、ご了承ください
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名　称 時　間 会　場 問　合　せ
1 日 ㈮ おやまの地酒アンテナショップ「酒久楽」出店 17:00 ～ 19:00 さくら道（小山駅中央自由通路）商業観光課☎22-9317

2 日 ㈯
第 12 回ヤナギ・セイタカアワダチソウ除
去作戦 7:00 ～ 渡良瀬遊水地第 2 調節池

環境学習フィールド 3
渡良瀬遊水地ラムサール推進課
☎22-9354

浴衣着付け講座（男性向け）　※要申込み 14:30 ～ 16:30 生涯学習センター和室 工業振興課☎22-9397

3 日 ㈰
思川の流しびな 10:00 ～ 観晃橋下 思川河畔 (一社)小山市観光協会☎30-4772
みんなで歩け歩け運動 8:45 集合 佐野駅南口集合 生涯スポーツ課☎21-2695

4 日 ㈪
5 日 ㈫
6 日 ㈬
7 日 ㈭
8 日 ㈮ おやまの地酒アンテナショップ「酒久楽」出店 17:00 ～ 19:00 さくら道（小山駅中央自由通路）商業観光課☎22-9317
9 日 ㈯ 第 26 回鬼怒川クリーン大作戦 7:00 ～ 8:30 鬼怒川中島橋付近河川敷 他 建設政策課☎22-9204

10 日 ㈰
11 日 ㈪
12 日 ㈫
13 日 ㈬
14 日 ㈭
15 日 ㈮ おやまの地酒アンテナショップ「酒久楽」出店 17:00 ～ 19:00 さくら道（小山駅中央自由通路）商業観光課☎22-9317

16 日 ㈯
田んぼアート見学会 9:00 ～ 16:00 市内 3 会場（島田・下生井・絹）農村整備課☎22-9262
浴衣着付け講座（女性向け）　※要申込み 14:30 ～ 16:30 生涯学習センター和室 工業振興課☎22-9397

17 日 ㈰
小山祇園祭 14:30 ～ 19:00 須賀神社 小山商工会議所☎22-0253
フェスタ ㏌  鬼怒川　※要申込み 9:00 ～受付 鬼怒川中島橋下河川敷特設会場 建設政策課☎22-9204

18 日 ㈪
海の日
キッズ・ユニバーシティ・おやま 2016
※要申込み 9:30 ～ 15:30 白鷗大学 教育総務課☎22-9646

19 日 ㈫
20 日 ㈬
21 日 ㈭
22 日 ㈮ おやまの地酒アンテナショップ「酒久楽」出店 17:00 ～ 19:00 さくら道（小山駅中央自由通路）商業観光課☎22-9317

23 日 ㈯ 第 10 回小山市ラジオ体操会 6:10 集合 小山総合公園森のはらっぱ 生涯スポーツ課☎21-2695

24 日 ㈰
25 日 ㈪
26 日 ㈫ 浴衣着付け講座（女性向け）　※要申込み 18:30 ～ 20:30 生涯学習センター和室 工業振興課☎22-9397
27 日 ㈬
28 日 ㈭
29 日 ㈮ おやまの地酒アンテナショップ「酒久楽」出店 17:00 ～ 19:00 さくら道（小山駅中央自由通路）商業観光課☎22-9317

30 日 ㈯ おやまサマーフェスティバル
（オープニングカーニバル） 15:30 ～ 21:30 市役所西側駐車場他 商業観光課☎22-9273

31 日 ㈰ おやまサマーフェスティバル
（小山の花火） 19:10 ～ 20:45 観晃橋下流思川河畔 商業観光課☎22-9273

7月
カレンダー広報

政光くん・寒川尼ちゃん

納税のお知らせ 土日市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長

　祝日の届出（死亡・
出生・婚姻等）は、本
庁舎北側入口の宿直室
にて受付します。
　夜間等、緊急な場合
は、宿直室☎22-9420
へご連絡ください。

■ 7 月は固定資産税 2 期・国
民健康保険税（普通徴収）・後
期高齢者医療保険料（普通徴
収）・介護保険料（普通徴収）
1 期の納期月です。納期限は 8
月 1 日㈪です。
■コンビニ納付や月曜～木曜
日（祝日除く）19:00 までの納
税窓口延長もご利用ください。
■ 7 月の日曜納税相談窓口は
おやまサマーフェスティバル
開催のため、実施しません。
問納税課☎ 22-9442

日

　
時

2日㈯･3日㈰･9日㈯･10日㈰･
16日㈯･17日㈰･23日㈯･24日㈰

各8:30 ～ 17:15
※30日㈯・31日㈰はおやまサマーフェス
ティバル開催のため市民課窓口を閉庁しま
す。小山城南出張所は通常通り開庁します
※取扱い業務についてはお問合せください

平日の毎日19:00まで
延長しています。
※取扱い業務について
はお問合せください
問市民課☎22-9402

場

　
所

市民課☎22-9402
小山城南出張所☎31-3650
※小山城南出張所は月曜定休

※ の事業は、「開運おやま健康マイレージ」対象事業です
※本紙 5月号 P23「6月の広報カレンダー内」の「健康おやま開運マイレージ事業」の対象事業に誤りがありました。お詫び
　するとともに訂正いたします
　・6月 19日㈰第 4回さくら道まつりは、対象事業ではありません
　・6月 25日㈯男女共同参画フェアは、対象事業です
※カレンダーの内容は、5月中旬現在の情報をもとに作成しています。内容が変更になる場合がありますが、ご了承ください
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6広報おやま

増改築・リフォーム・外構・エクステリアの専門店
家造りに実績のある『木の花ホーム』がお届けします！

クロス貼り替え　介護リフォーム　その他小さな工事　

駐車場工事　カーポート　テラス　サンルーム　お庭のリフォーム　

小山市城山町 2-3-10　　小山市役所から北へ 200m　４号線沿い　

カラーズ ㈱木の花ホーム  営業時間 9:00 ～ 18:00　水曜定休日 TEL:0285-38-8715

ご相談・
お見積無料

増改築 お風呂 キッチン トイレ 洗面 屋根外壁 内装工事

カラーズ小山北支店

広報おやま

写真館
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4 月中の火災・救急【小山市消防署調べ】

119番は、火災や救急などの災害を通報する緊急専用回線です
火災•災害情報や救急当番病院の案内はテレフォンサービス

☎０１８０－９
きゅう

９
きゅう

２
に

－１
い く わ

９０ 【24時間対応】

【小山警察署調べ】4月中の交通事故

※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む

※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む

事故　37件(151件)　負傷者　48人(198人)
死者　 2人( 5人)

火災　 3件(20件)　救急　663件(2,814件)


